
誕生おめでとう
❼月生まれ（親・自治会）

９
2016  No.138

広報

Taketa Public Relations

広
報
た
け
た

雀
色
時
、染
ま
り
ゆ
く
川
面

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

N
o.138　

平
成
28年

9月
1日
発
行
　
■
発
行
／
竹
田
市
　
〒
878-8555 大

分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650　

TEL 0974-63-1111　
■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
U
RL〕

http://w
w
w
.city.taketa.oita.jp

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
E-m
ail  taketa@

city.taketa.lg.jp　
■
編
集
／
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL 0974-63-1043　

FAX 0974-63-0995　
■
印
刷
／
佐
伯
印
刷
㈱

釣り人が佇む芹川（直入町丸山）

誕生日　親
（地区・自治会）

平成27年
９月生まれ

郷土の植物 （329）

第138回
阿孫  久見

イブキトラノオ（タデ科）

　
山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
草

地
に
生
育
す
る
高
さ
１
・
２
㍍

ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
細
い
茎

は
枝
分
か
れ
せ
ず
直
立
し
ま

す
。
条
件
が
良
い
と
、
し
ば
し

ば
群
落
（
あ
る
環
境
内
に
生
え

て
い
る
植
物
集
団
）
を
つ
く
り

ま
す
。

　
根
出
葉
に
は
長
い
柄
が
あ

り
、
ふ
ち
に
鋸
歯
は
な
く
、
細

長
い
披
針
形
で
長
さ
20
㌢
、
幅

が
５
㌢
ほ
ど
で
す
。
上
部
に
つ

く
茎
葉
は
短
く
細
い
線
形
で
基

部
は
茎
を
抱
き
ま
す
。

　
夏
か
ら
秋
の
頃
、
茎
の
先
端

部
に
長
さ
８
㌢
ほ
ど
の
円
柱
状

に
な
っ
た
白
色
か
ら
淡
紅
色
の

５
裂
す
る
径
５
㍉
ほ
ど
の
小
さ

な
花
を
穂
状
に
蜜
に
つ
け
て
咲

か
せ
ま
す
。
花
弁
は
な
く
が
く

片
が
花
に
見
え
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
滋
賀
県
伊
吹

山
に
多
く
見
ら
れ
、
花
の
形
状

を
虎
の
尾
に
見
立
て
て
伊
吹
虎

の
尾
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系

の
標
高
の
高
い
周
辺
が
明
る
く

開
け
た
草
地
で
観
察
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
個
体
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
花
期
は
７
月
か
ら
９
月

で
す
。

　８月14日、先祖を尊び、故人を偲ぶ行事「小
松明祭り」が市内宮城地区一帯で行われました。 
　今年も松明の光を集めて浮かび上がるメッ
セージ。「国道57号線早期開通を！」――  熊本
地震復興への祈りを込めて…。

ゆらめく幻想的な灯り  宮城地区小松明祭り
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「日本遺産」認定への挑戦

9 広報

月号

「
日
本
遺
産
」認
定
へ
の
挑
戦

ダ
ム
の
女
王「
白
水
堰
堤
」や

多
彩
な
利
水
遺
産
で〈
日
本
遺
産
〉へ
！

　
近
年
、
わ
が
国
で
も
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
が
周
知
さ
れ
て
き
た
。

２
０
１
６
年
第
40
回
世
界
遺
産
委

員
会
終
了
時
点
で
遺
産
登
録
数
は

１
６
５
か
国
１
０
５
２
件
（
日
本

は
、
文
化
遺
産
16
件
、
自
然
遺
産

４
件
）。
昨
年
は
九
州
を
中
心
と
し

た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
多
彩
な
23
構
成
資
産
群
が
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続

き
来
年
度
「
宗
像
・
沖
ノ
島
の
関

連
遺
産
群
」
や
２
年
後
の
「
長
崎

の
教
会
群
」（
旧
称
）
が
審
査
を
待

つ
。
九
州
は
世
界
遺
産
の
宝
庫
と

言
わ
れ
る
所
以
だ
。

　
一
方
、
文
化
庁
は
２
０
１
５
年

（
平
成
27
年
）
４
月
に
「
日
本
遺

産
（Japan H

eritage

）」
認
定
事

業
を
開
始
。
同
年
度
に
は
18
か
所

を
認
定
、
さ
ら
に
今
年
度
は
19
か

所
を
加
え
た
。
さ
ら
に
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
へ
向
け
全
国

で
１
０
０
か
所
程
度
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
認
定
す
る
。
が
、
九
州
の

認
定
は
未
だ
４
件
と
少
な
い
。
日

本
遺
産
が
目
指
す
「
地
域
の
歴
史

的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国

の
文
化
・
伝
統
を
語
る
」
の
主
旨

竹
田
の
歴
史
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
未
来
に
引
き
継
ご
う
！

　
国
は
、
２
０
２
０
年
に
東
京
で
開
催

予
定
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

が
日
本
全
国
を
周
遊
し
、
地
域
の
活
性

化
に
結
び
つ
く
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

日
本
各
地
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
「
日
本
遺

産
」を
認
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
文
化
庁
で
は
、
日
本
遺

産
を
２
０
２
０
年
ま
で
に
１
０
０
件
程

度
認
定
し
て
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
認
定
申
請
は
、
年
に
１
回
、
２
月
上

旬
ま
で
に
新
規
認
定
の
申
請
書
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
に

は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通

じ
て
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
こ
れ
ら
の
活
用

を
図
る
中
で
、
情
報
発
信
や
人
材
育

成
・
伝
承
、
環
境
整
備
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
要

件
と
し
て
は
、
国
指
定
・
選
定
の
も
の

を
必
ず
一
つ
は
含
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
単
一
の
自
治
体
で
申
請
す
る
場

合
に
は
、「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
も

し
く
は「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」

を
策
定
済
み
の
市
町
村
で
あ
る
こ
と
が

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、

唯
一
竹
田
市
の
み
が
こ
の
条
件
を
満
た

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
分
県
で
は
日
田
市
の
「
咸

宜
園
」が
近
代
日
本
の
教
育
遺
産
群（
茨

城
県
水
戸
市
「
弘
道
館
」、
栃
木
県
足

利
市
「
足
利
学
校
跡
」、
岡
山
県
備
前

市
「
旧
閑
谷
学
校
」）、
と
し
て
全
国
枠

で
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
分
県
単

独
枠
で
は
こ
れ
ま
で
登
録
が
あ
り
ま
せ

ん
。

「
竹
田
」か
ら「
日
本
」の
遺
産
へ

　
竹
田
市
は
、
阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物
や

伏
流
水
を
水
源
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

農
業
遺
産
と
景
観
を
は
じ
め
、
江
戸
時

代
の
岡
藩
に
よ
り
推
進
さ
れ
近
代
に
至

る
ま
で
、
独
自
の
歴
史
文
化
を
築
き
あ

げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
の

人
々
の
生
活
ま
た
は
生
業
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
神
社
に
は
、
日
々
の

暮
ら
し
と
深
い
関
係
に
あ
る
様
々
な
神

事
や
神
楽
、
獅
子
舞
、
白
熊
等
の
伝
統

芸
能
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
石
材

を
切
り
出
し
て
造
ら
れ
た
石
垣
、
石

橋
、
堰
堤
、
隧
道
な
ど
が
市
内
に
多
く

点
在
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
岡
城
は

天
然
の
地
形
を
活
か
し
て
築
か
れ
た
城

郭
で
、
源
義
経
を
迎
え
る
た
め
に
緒
方

三
郎
惟
栄
が
築
城
し
た
と
云
わ
れ
、
石

垣
や
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
後

国
の
雄
藩
と
し
て
文
禄
３
年
（
１
５
９

４
）
か
ら
幕
末
ま
で
中
川
氏
の
居
城
と

し
て
岡
藩
の
政
治
経
済
の
中
心
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
企
画
情
報

課
　
☎
63-

４
８
０
１

　阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
石
材
を
切
り
出
し
て
造
ら
れ
た
「
石
垣
」、「
石
橋
」、「
堰
堤
」
等
の
竹
田
の
歴
史
文
化
遺
産
を

活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
い
よ
い
よ
「
日
本
遺
産
」
認
定
に
向
け
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
挑
戦
を

始
め
ま
す
。

明正井路第一拱石橋

岡城跡

白水溜池堰堤

音無井路12号分水

世界遺産や指定文化財と
の違い
　世界遺産登録や文化財
指定は、登録・指定され
る文化財（文化遺産）の
価値付けを行い、保護を
担保することを目的とし
ています。
　日本遺産は、地域に点
在する遺産を「面」とし
て活用し、発信すること
で、地域活性化を図るこ
とを目的としています。

認定による効果

　認定された当該地域
の認知度が高まるとと
もに、今後、日本遺産
を通じた様々な取り組
みを行うことにより、
地域住民のアイデン
ティティの再確認や地
域のブランド化等にも
貢献し、ひいては地方
創生に大いに資するも
のとなります。

我が国の文化・伝統を語る
ストーリーを認定
　地域の歴史的魅力や特色を通じ
て我が国の文化・伝統を語るストー
リーを「日本遺産（Japan Heritage）」
として文化庁が認定します。
　ストーリーを語る上で欠かせな
い魅力溢れる有形や無形の様々な
文化財群を、地域が主体となって
総合的に整備・活用し、国内だけ
でなく海外へも戦略的に発信して
いくことにより、地域の活性化を
図ることを目的としています。

か
ら
す
れ
ば
九
州
は
地
元
再
発
見

の
余
地
が
あ
る
。

　
翻
っ
て
竹
田
市
は
歴
史
的
な
文

化
遺
産
や
文
化
資
源
、
さ
ら
に
は

ユ
ニ
ー
ク
な
農
産
品
の
宝
庫
だ
。

９
万
年
を
遡
る
阿
蘇
山
大
噴
火
時

の
火
砕
流
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た

大
地
は
、
当
地
に
い
き
づ
い
た
先

人
達
に
と
っ
て
過
酷
な
生
活
や
生

業
の
場
だ
っ
た
。
し
か
し
人
々
は

叡
智
を
振
る
い
、
利
水
を
創
意

し
、
困
難
を
天
与
の
恵
み
へ
換
え

て
き
た
。
瀧
廉
太
郎
「
荒
城
の
月
」

の
岡
城
跡
の
石
垣
も
阿
蘇
溶
結
凝

灰
岩
に
よ
る
。
長
湯
を
は
じ
め
と

す
る
市
内
の
多
彩
な
温
泉
群
も
火

山
の
恩
恵
で
あ
る
。
さ
ら
に
幾
多

の
湧
水
、
灌
漑
用
水
の
井
路
か
ら

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
菅
生
、
ト
マ

ト
の
荻
と
い
っ
た
名
産
地
も
開
拓

し
た
。

　
地
域
固
有
の
文
化
遺
産
を
地
域

再
生
へ
活
用
す
べ
き
だ
と
提
言
を

し
て
き
た
私
の
一
押
し
は
、
ダ
ム

の
女
王
と
称
さ
れ
る
「
白
水
堰
堤
」

〔
国
指
定
重
要
文
化
財
、
１
９
３

８
年
（
昭
和
13
年
）
竣
工
〕
や
江

戸
期
須
賀
勘
助
以
来
の
苦
難
を
超

え
た
「
音
無
井
路
十
二
号
分
水
」

〔
１
９
３
４
年（
昭
和
９
年
）竣
工
〕

の
円
形
分
水
路
、
隣
接
の
緒
方
町

に
続
く
入
田
地
区
の
六
連
水
路
橋

〔
１
９
１
９
年（
大
正
８
年
）竣
工
〕

等
、
困
難
な
大
地
に
多
彩
な
利
水

を
も
た
ら
し
た
施
設
群
で
あ
る
。

　
し
か
し
日
本
遺
産
認
定
へ
向
け

た
評
価
ポ
イ
ン
ト
は
遺
産
群
に
物

語
ら
せ
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
卓
抜
さ

に
よ
る
。
思
案
し
な
が
ら
円
形
分

水
路
に
近
づ
け
ば
音
無
井
路
土
地

改
良
区
の
案
内
板
に
「
水
は
農
家

の
魂
な
り
」
の
見
事
な
名
言
。
な

ら
ば
敷
衍
し
て
「
水
は
竹
田
の
魂

な
り
」
は
ど
う
か
。
日
本
遺
産
へ

向
け
竹
田
市
民
の
叡
智
を
結
集
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

↑九州大学大学院教授
　藤原　惠洋 氏

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　23,004　人（＋ 2 人 ）
男　性　10,718　人（± 0 人 ）
女　性　12,286　人（＋ 2 人 ）
世帯数　10,501世帯（＋ 7世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成28年８月１日現在）

  2   「日本遺産」認定への挑戦

  4   【農村回帰】地域に貢献して「定住」す
る  ほか

  5   【農業】広がった就農のチャンス  ほか

  6   【福祉】1991人の支援に感謝  ほか

  7   【表彰】竹田市優良建設工事表彰  ほか

  8   まちの出来事

10   竹田市職員採用試験のご案内  ほか

11   ぬくもり／地域おこし協力隊通信 ほか

12   たけたん情報　竹田のこよみ／休日
当番医情報／えがおの子育て小児科
／ぼくのひめぱん  ほか

20   学び舎（都野中学校）／まるごと博物
館（竹田）／図書館に行こう

22   市長コラム「有由有縁」　

23   全国山城サミットin竹田に向けてほか

24   郷土の植物／すくすく１歳／誕生お
めでとう

■今月の表紙

雀色時、染まりゆく川面
頬を撫でる風の心細さは、時間
を忘れるほど夢中になったあの
川釣りを思い出させてくれる。
雀色時の清流は夕焼色に染ま
り、やがて夜のしじまが辺りを包
み込む。そろそろ帰ろうか。

九
州
大
学
大
学
院
教
授

　藤
原

　惠
洋

（
建
築
史
学
・
文
化
庁
文
化
審
議
会
世
界
文
化
遺
産
特
別
委
員
会
委
員
）

日本遺産（Japan Heritage）とは…

ふ
じ
は
ら
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「日本遺産」認定への挑戦

9 広報

月号

「
日
本
遺
産
」認
定
へ
の
挑
戦

ダ
ム
の
女
王「
白
水
堰
堤
」や

多
彩
な
利
水
遺
産
で〈
日
本
遺
産
〉へ
！

　
近
年
、
わ
が
国
で
も
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
が
周
知
さ
れ
て
き
た
。

２
０
１
６
年
第
40
回
世
界
遺
産
委

員
会
終
了
時
点
で
遺
産
登
録
数
は

１
６
５
か
国
１
０
５
２
件
（
日
本

は
、
文
化
遺
産
16
件
、
自
然
遺
産

４
件
）。
昨
年
は
九
州
を
中
心
と
し

た
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

の
多
彩
な
23
構
成
資
産
群
が
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続

き
来
年
度
「
宗
像
・
沖
ノ
島
の
関

連
遺
産
群
」
や
２
年
後
の
「
長
崎

の
教
会
群
」（
旧
称
）
が
審
査
を
待

つ
。
九
州
は
世
界
遺
産
の
宝
庫
と

言
わ
れ
る
所
以
だ
。

　
一
方
、
文
化
庁
は
２
０
１
５
年

（
平
成
27
年
）
４
月
に
「
日
本
遺

産
（Japan H

eritage

）」
認
定
事

業
を
開
始
。
同
年
度
に
は
18
か
所

を
認
定
、
さ
ら
に
今
年
度
は
19
か

所
を
加
え
た
。
さ
ら
に
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
年
へ
向
け
全
国

で
１
０
０
か
所
程
度
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
認
定
す
る
。
が
、
九
州
の

認
定
は
未
だ
４
件
と
少
な
い
。
日

本
遺
産
が
目
指
す
「
地
域
の
歴
史

的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国

の
文
化
・
伝
統
を
語
る
」
の
主
旨

竹
田
の
歴
史
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
を
未
来
に
引
き
継
ご
う
！

　
国
は
、
２
０
２
０
年
に
東
京
で
開
催

予
定
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者

が
日
本
全
国
を
周
遊
し
、
地
域
の
活
性

化
に
結
び
つ
く
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

日
本
各
地
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
「
日
本
遺

産
」を
認
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
文
化
庁
で
は
、
日
本
遺

産
を
２
０
２
０
年
ま
で
に
１
０
０
件
程

度
認
定
し
て
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
認
定
申
請
は
、
年
に
１
回
、
２
月
上

旬
ま
で
に
新
規
認
定
の
申
請
書
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
に

は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通

じ
て
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
こ
れ
ら
の
活
用

を
図
る
中
で
、
情
報
発
信
や
人
材
育

成
・
伝
承
、
環
境
整
備
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
要

件
と
し
て
は
、
国
指
定
・
選
定
の
も
の

を
必
ず
一
つ
は
含
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
単
一
の
自
治
体
で
申
請
す
る
場

合
に
は
、「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
も

し
く
は「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」

を
策
定
済
み
の
市
町
村
で
あ
る
こ
と
が

条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、

唯
一
竹
田
市
の
み
が
こ
の
条
件
を
満
た

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
分
県
で
は
日
田
市
の
「
咸

宜
園
」が
近
代
日
本
の
教
育
遺
産
群（
茨

城
県
水
戸
市
「
弘
道
館
」、
栃
木
県
足

利
市
「
足
利
学
校
跡
」、
岡
山
県
備
前

市
「
旧
閑
谷
学
校
」）、
と
し
て
全
国
枠

で
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
分
県
単

独
枠
で
は
こ
れ
ま
で
登
録
が
あ
り
ま
せ

ん
。

「
竹
田
」か
ら「
日
本
」の
遺
産
へ

　
竹
田
市
は
、
阿
蘇
火
砕
流
堆
積
物
や

伏
流
水
を
水
源
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

農
業
遺
産
と
景
観
を
は
じ
め
、
江
戸
時

代
の
岡
藩
に
よ
り
推
進
さ
れ
近
代
に
至

る
ま
で
、
独
自
の
歴
史
文
化
を
築
き
あ

げ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
地
域
の

人
々
の
生
活
ま
た
は
生
業
に
大
き
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
神
社
に
は
、
日
々
の

暮
ら
し
と
深
い
関
係
に
あ
る
様
々
な
神

事
や
神
楽
、
獅
子
舞
、
白
熊
等
の
伝
統

芸
能
が
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
石
材

を
切
り
出
し
て
造
ら
れ
た
石
垣
、
石

橋
、
堰
堤
、
隧
道
な
ど
が
市
内
に
多
く

点
在
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
岡
城
は

天
然
の
地
形
を
活
か
し
て
築
か
れ
た
城

郭
で
、
源
義
経
を
迎
え
る
た
め
に
緒
方

三
郎
惟
栄
が
築
城
し
た
と
云
わ
れ
、
石

垣
や
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
豊
後

国
の
雄
藩
と
し
て
文
禄
３
年
（
１
５
９

４
）
か
ら
幕
末
ま
で
中
川
氏
の
居
城
と

し
て
岡
藩
の
政
治
経
済
の
中
心
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
企
画
情
報

課
　
☎
63-

４
８
０
１

　阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
の
石
材
を
切
り
出
し
て
造
ら
れ
た
「
石
垣
」、「
石
橋
」、「
堰
堤
」
等
の
竹
田
の
歴
史
文
化
遺
産
を

活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
い
よ
い
よ
「
日
本
遺
産
」
認
定
に
向
け
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
挑
戦
を

始
め
ま
す
。

明正井路第一拱石橋

岡城跡

白水溜池堰堤

音無井路12号分水

世界遺産や指定文化財と
の違い
　世界遺産登録や文化財
指定は、登録・指定され
る文化財（文化遺産）の
価値付けを行い、保護を
担保することを目的とし
ています。
　日本遺産は、地域に点
在する遺産を「面」とし
て活用し、発信すること
で、地域活性化を図るこ
とを目的としています。

認定による効果

　認定された当該地域
の認知度が高まるとと
もに、今後、日本遺産
を通じた様々な取り組
みを行うことにより、
地域住民のアイデン
ティティの再確認や地
域のブランド化等にも
貢献し、ひいては地方
創生に大いに資するも
のとなります。

我が国の文化・伝統を語る
ストーリーを認定
　地域の歴史的魅力や特色を通じ
て我が国の文化・伝統を語るストー
リーを「日本遺産（Japan Heritage）」
として文化庁が認定します。
　ストーリーを語る上で欠かせな
い魅力溢れる有形や無形の様々な
文化財群を、地域が主体となって
総合的に整備・活用し、国内だけ
でなく海外へも戦略的に発信して
いくことにより、地域の活性化を
図ることを目的としています。

か
ら
す
れ
ば
九
州
は
地
元
再
発
見

の
余
地
が
あ
る
。

　
翻
っ
て
竹
田
市
は
歴
史
的
な
文

化
遺
産
や
文
化
資
源
、
さ
ら
に
は

ユ
ニ
ー
ク
な
農
産
品
の
宝
庫
だ
。

９
万
年
を
遡
る
阿
蘇
山
大
噴
火
時

の
火
砕
流
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た

大
地
は
、
当
地
に
い
き
づ
い
た
先

人
達
に
と
っ
て
過
酷
な
生
活
や
生

業
の
場
だ
っ
た
。
し
か
し
人
々
は

叡
智
を
振
る
い
、
利
水
を
創
意

し
、
困
難
を
天
与
の
恵
み
へ
換
え

て
き
た
。
瀧
廉
太
郎
「
荒
城
の
月
」

の
岡
城
跡
の
石
垣
も
阿
蘇
溶
結
凝

灰
岩
に
よ
る
。
長
湯
を
は
じ
め
と

す
る
市
内
の
多
彩
な
温
泉
群
も
火

山
の
恩
恵
で
あ
る
。
さ
ら
に
幾
多

の
湧
水
、
灌
漑
用
水
の
井
路
か
ら

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
菅
生
、
ト
マ

ト
の
荻
と
い
っ
た
名
産
地
も
開
拓

し
た
。

　
地
域
固
有
の
文
化
遺
産
を
地
域

再
生
へ
活
用
す
べ
き
だ
と
提
言
を

し
て
き
た
私
の
一
押
し
は
、
ダ
ム

の
女
王
と
称
さ
れ
る
「
白
水
堰
堤
」

〔
国
指
定
重
要
文
化
財
、
１
９
３

８
年
（
昭
和
13
年
）
竣
工
〕
や
江

戸
期
須
賀
勘
助
以
来
の
苦
難
を
超

え
た
「
音
無
井
路
十
二
号
分
水
」

〔
１
９
３
４
年（
昭
和
９
年
）竣
工
〕

の
円
形
分
水
路
、
隣
接
の
緒
方
町

に
続
く
入
田
地
区
の
六
連
水
路
橋

〔
１
９
１
９
年（
大
正
８
年
）竣
工
〕

等
、
困
難
な
大
地
に
多
彩
な
利
水

を
も
た
ら
し
た
施
設
群
で
あ
る
。

　
し
か
し
日
本
遺
産
認
定
へ
向
け

た
評
価
ポ
イ
ン
ト
は
遺
産
群
に
物

語
ら
せ
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
卓
抜
さ

に
よ
る
。
思
案
し
な
が
ら
円
形
分

水
路
に
近
づ
け
ば
音
無
井
路
土
地

改
良
区
の
案
内
板
に
「
水
は
農
家

の
魂
な
り
」
の
見
事
な
名
言
。
な

ら
ば
敷
衍
し
て
「
水
は
竹
田
の
魂

な
り
」
は
ど
う
か
。
日
本
遺
産
へ

向
け
竹
田
市
民
の
叡
智
を
結
集
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

↑九州大学大学院教授
　藤原　惠洋 氏

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　23,004　人（＋ 2 人 ）
男　性　10,718　人（± 0 人 ）
女　性　12,286　人（＋ 2 人 ）
世帯数　10,501世帯（＋ 7世帯）
住民基本台帳登録人数

（平成28年８月１日現在）

  2   「日本遺産」認定への挑戦

  4   【農村回帰】地域に貢献して「定住」す
る  ほか

  5   【農業】広がった就農のチャンス  ほか

  6   【福祉】1991人の支援に感謝  ほか

  7   【表彰】竹田市優良建設工事表彰  ほか

  8   まちの出来事

10   竹田市職員採用試験のご案内  ほか

11   ぬくもり／地域おこし協力隊通信 ほか

12   たけたん情報　竹田のこよみ／休日
当番医情報／えがおの子育て小児科
／ぼくのひめぱん  ほか

20   学び舎（都野中学校）／まるごと博物
館（竹田）／図書館に行こう

22   市長コラム「有由有縁」　

23   全国山城サミットin竹田に向けてほか

24   郷土の植物／すくすく１歳／誕生お
めでとう

■今月の表紙

雀色時、染まりゆく川面
頬を撫でる風の心細さは、時間
を忘れるほど夢中になったあの
川釣りを思い出させてくれる。
雀色時の清流は夕焼色に染ま
り、やがて夜のしじまが辺りを包
み込む。そろそろ帰ろうか。

九
州
大
学
大
学
院
教
授

　藤
原

　惠
洋

（
建
築
史
学
・
文
化
庁
文
化
審
議
会
世
界
文
化
遺
産
特
別
委
員
会
委
員
）

日本遺産（Japan Heritage）とは…

ふ
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農村回帰農　業

度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ビ
ジ
ネ
ス

ア
ワ
ー
ド
事
業
」
に
お
い
て
、
竹
田

市
か
ら
応
募
し
た
「
子
育
て
支
援
事

業
（
タ
ケ
ハ
コ
教
室
）」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た（
全
国
で
６
事
業
採
択
）。

　
こ
の
事
業
は
、
地
方
と
都
市
部
と

の
教
育
環
境
の
差
に
着
目
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、「
竹
田
の
子
ど
も
た

ち
の
放
課
後
の
充
実
」
や
「
教
育
環

境
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
」、
ま

た
そ
の
先
に
「
若
い
子
育
て
世
代
の

移
住
促
進
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
竹
ノ
ｈ
ａ
ｃ
ｏ
」
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
小
笠
原
順
子
さ
ん

が
「
子
ど
も
た
ち
が
竹
の
よ
う
に
、

強
く
、
真
っ
す
ぐ
し
な
や
か
に
育
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、
母
子
の
助
け
と
な
る
活
動
を
し

地
域
に
貢
献
し
て「
定
住
」す
る

衆
議
院
総
務
委
員
長
と
総
務
省
　「竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
意
見
交
換
会
」

→
衆
議
院
の
遠
山
総
務
委
員
長
と
総
務
省
自
治
行
政
局

の
山
越
地
域
自
立
応
援
課
長
に
活
動
報
告
を
す
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊

↑走行式散水機の実演

↑首藤市長に報告をする竹田市農業
委員会の志賀一幸会長

国
が
注
目
す
る
協
力
隊
45
名

　
７
月
26
日
、
衆
議
院
の
遠
山
清

彦
総
務
委
員
長
と
総
務
省
自
治
行

政
局
の
山
越
伸
子
地
域
自
立
応
援

課
長
が
竹
田
市
を
訪
問
し
、
全
国
で

一
番
多
く
の「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

を
採
用
し
て
い
る
竹
田
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
直
に
隊
員
と
の
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
、「
竹
田
市
の
魅

力
」
や
「
将
来
の
夢
」、「
多
彩
な
活

動
」
等
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
目
的
は
、
全
国
ト
ッ
プ
の

総
勢
45
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
活
躍
す
る
竹
田
市
の
現
状
を
調

査
す
る
た
め
で
す
。

　
会
場
に
は
地
域
活
性
化
や
芸

術
・
文
化
、
観
光
、
等
の
異
分
野
で

活
動
す
る
協
力
隊
員
10
人
と
、
地

域
と
隊
員
を
結
び
つ
け
る
集
落

支
援
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
隊
員
か
ら
は
、
協
力
隊
員
と
し

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
か
、
３
年
後
の
目
標
は
何

か
、
地
域
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
を
発
表
し
、
そ
れ
に
対
し
て

遠
山
委
員
長
と
山
越
課
長
が
コ

メ
ン
ト
し
な
が
ら
意
見
交
換
を
す

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
選
ば
れ
た
隊
員
は
ガ
ラ

ス
職
人
、
陶
芸
家
、
ま
ち
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
さ
ら
に
は

韓
国
と
中
国
か
ら
隊
員
と
な
っ
て

国
際
観
光
の
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
田
舎
で
の
生
き
方
、
地
域
へ
の
貢

献
、
自
分
の
人
生
設
計
等
の
幅
広
い

話
題
が
交
わ
さ
れ
有
意
義
な
意
見

交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

アートフェア「インディペンデ
ント」で審査員特別賞受賞

竹
田
市
の
子
育
て
支
援
事
業「
タ
ケ
ハ
コ
教
室
」が
採
択

平
成
28
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
事
業

地域おこし協力隊　志水 聡香さん

　７月31日、東京都浅草ヒューリック
ホールにて、現代アートオンラインス
トアのタグボート主催によるアート
フェア「インディペンデント」に作品
を出展していた、地域おこし協力隊の
志水聡香さんの作品が審査員特別賞
「車洋二賞」を受賞しました。
　志水さんは平成27年度から協力隊と
なり２年目。TSG竹田総合学院を拠点
に画家として創作活動や小学生を対象
としたワーク
ショップ等、地
域活動を展開
しています。

　
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性

化
に
向
け
て
、
自
治
体
の
支
援
の
も

と
で
起
業
に
取
り
組
む
隊
員
等
の

取
り
組
み
を
、
総
務
省
が
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
採
択
す
る
「
平
成
28
年

て
い
こ
う
と
立
ち
上
げ
た
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　『
こ
こ
ろ
ざ
し
の
種
ま
き
』
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
、
ホ
ン
モ
ノ
に
触

れ
、
感
性
を
豊
か
に
多
様
な
世
界
を

感
じ
る
「
タ
ケ
ハ
コ
教
室
」（
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
放
課
後
教
室
や

週
末
に
行
う
イ
ベ
ン
ト
等
）
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
親
御
さ
ん
が
忙
し
い
ご
家

庭
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
足
と
な
る

「
バ
ス
」
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。
竹
田
市
立
小
学
校
（
竹
田

小
、
豊
岡
小
、
南
部
小
の
み
）
に
通

学
す
る
２
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で

親
子
15
組
を
対
象
と
し
た
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
応
募
締
切

は
９
月
８
日
ま
で
。
各
小
学
校
へ
申

込
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◎『
竹
ノ
ｈ
ａ
ｃ
ｏ
』（
城
下
町
交
流

館
「
集
」
内
）　
☎
63-

０
１
３
３

審査員特別賞を　　
受賞した志水さん→

広
が
っ
た
就
農
の
チ
ャ
ン
ス

「ノーミス ノー事故
農作業」

農
地
取
得
の
下
限
面
積
を
引
き
下
げ
ま
し
た

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

回
収
し
ま
す

夢パックに喜びの声続 ！々

「
畑
地
か
ん
が
い
省
力
化
」研
修

　
８
月
１
日
に
開
か
れ
た
竹
田
市

農
業
委
員
会
に
お
い
て
、
特
定
の
条

件
を
満
た
す
場
合
の
「
農
地
取
得
の

下
限
面
積
の
引
き
下
げ
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
農
業
振
興
地
域
内
の

農
用
地
を
含
む
農
地
取
得
の
下
限

面
積
（
農
地
を
取
得
す
る
た
め
に
最

低
限
必
要
な
面
積
）
は
40
ア
ー
ル
で

し
た
が
、
竹
田
市
の
重
要
施
策
で
あ

る
「
農
村
回
帰
」
を
推
進
し
、「
農

地
付
き
空
き
家
へ
の
移
住
定
住
の

促
進
」「
新
規
就
農
者
の
確
保
」「
耕

作
放
棄
地
の
解
消
」
を
目
的
と
し

て
、

① 

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
に

含
ま
れ
な
い
農
地
　
10
ア
ー
ル

② 

空
き
家
に
付
随
し
た
農
地
で
、

農
業
委
員
会
の
指
定
を
受
け
た

農
地
　
　
　
　
　
　
１
ア
ー
ル

に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
28
年
９
月
１
日
か
ら

適
用
と
な
り
ま
す
。

※

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
て

い
る
空
き
家
に
付
随
す
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
１
筆
ご
と
に
農
業

委
員
会
の
指
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

  （「
空
き
家
に
付
随
し
た
農
地
の
指

定
申
請
書
」
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
）

※

原
則
５
年
間
耕
作
す
る
こ
と
が

必
要
（
投
機
目
的
の
取
得
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
）

　
憧
れ
の
田
舎
暮
ら
し
で
「
農
業
を

始
め
た
い
」
と
い
う
市
外
か
ら
の
移

住
希
望
の
方
に
は
、
就
農
の
ハ
ー
ド

ル
が
下
が
る
こ
と
で
、
負
担
に
な
ら

な
い
面
積
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
先
進
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
、「
水
路
や
農
道
の
共
同
維

持
活
動
」
や
「
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
」
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委

員
会
　
☎
63-

４
８
１
５

　
８
月
19
日
、
竹
田
市
西
部
地
区

営
農
推
進
協
議
会
が
生
産
者
の
経

営
安
定
を
図
る
た
め
、
省
力
散
水
機

器
等
の
実
演
や
新
規
品
目
の
導
入

の
た
め
現
地
研
修
会
を
菅
生
地
区

の
ほ
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　「
新
品
目
サ
ト
イ
モ
の
導
入
提
案

会
」
や
「
散
水
機
器
の
使
用
説
明
及

び
実
演
」
等
、
畑
地
か
ん
が
い
の
農

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
25
日
か
ら
８
月
１
日
に
か
け

て
、「
草
原
の
黒
い
ダ
イ
ヤ
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
１
便
が
出
荷
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
中
身
は
、
久
住

高
原
牛
や
竹
田
カ
ボ
ス
、
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
ほ
か
、
旬
な
竹
田
野
菜
の
詰

め
合
わ
せ
も
た
っ
ぷ
り
。
竹
田
市
の

畜
産
農
家
を
応
援
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
全

国
に
向
け
て
今
後
も
「
竹
田
の
魅

力
」
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　収穫作業の最盛期を迎えるにあたり、９
月、10月を農作業事故対策の重点期間と
して「秋の農作業安全確認運動」を展開し
ています。
　農作業事故の多くは「慣れからくる油断」
や「疲労による注意力低下」が原因です。
　新規就農者や
高齢の農家の皆
さんに限らず、誰
にでも事故は起
こり得ます。
　忙しい時期で
すが、油断せず、
ゆとりを持って安
全な農作業を心
がけてください。

●お問い合せ
　竹田市農政課ブランド推進室　☎63-4805

　
回
収
場
所
へ
運
搬
す
る
場
合
は
、「
運

搬
車
両
の
表
示
」
及
び
「
書
面
の
備
え
付

け
（
携
帯
）」
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
備
え
付
け
書
類
な
ど
無
い
場

合
は
各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
回
収
当
日
は
印
鑑
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
回
収
す
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　
ハ
ウ
ス
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
農
業
用

の
マ
ル
チ
資
材
、
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
肥

料
袋
（
ビ
ニ
ー
ル
）、
育
苗
用
ポ
ッ
ト
、
農

薬
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
空
容
器
な
ど

■
回
収
日
程
（
予
定
）

●
お
問
い
合
せ
　
大
分
県
農
協
豊
肥
事
業

部
園
芸
課
　
☎
63-

１
２
２
４
／
竹
田

市
農
政
課
　
☎
63-

４
８
０
５
／
荻
支

所
　
☎
68-

２
２
１
５
／
久
住
支
所
　

☎
76-

１
１
１
５
／
直
入
支
所
　
☎
75-

２
２
１
５

農ビニールと農ポリに分類して持ち込んでください

回収時間　午前９時から午後３時まで　　
　　　　　※時間内での持ち込みをお願いします。
料　　金　農家６円／kg （税別）・法人格（企業）７円／kg （税別）

　　　　　　　   場　所

菅生育苗センター

荻堆肥センター

久住野菜集出荷場

直入野菜集荷場

地域

竹田

荻

久住

直入

９月

９／26

12月

12／７

12／９

12／８

１月

１／20

３月

３／15

３／16

３／13

３／14

し  みず  さと  か

お  

が
さ
わ
ら
じ
ゅ
ん 

こ

タ
ケ

ハ
　
　
　
コ

ハ
ハ  

コ
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農村回帰農　業

度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ビ
ジ
ネ
ス

ア
ワ
ー
ド
事
業
」
に
お
い
て
、
竹
田

市
か
ら
応
募
し
た
「
子
育
て
支
援
事

業
（
タ
ケ
ハ
コ
教
室
）」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た（
全
国
で
６
事
業
採
択
）。

　
こ
の
事
業
は
、
地
方
と
都
市
部
と

の
教
育
環
境
の
差
に
着
目
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、「
竹
田
の
子
ど
も
た

ち
の
放
課
後
の
充
実
」
や
「
教
育
環

境
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
」、
ま

た
そ
の
先
に
「
若
い
子
育
て
世
代
の

移
住
促
進
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
竹
ノ
ｈ
ａ
ｃ
ｏ
」
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
小
笠
原
順
子
さ
ん

が
「
子
ど
も
た
ち
が
竹
の
よ
う
に
、

強
く
、
真
っ
す
ぐ
し
な
や
か
に
育
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、
母
子
の
助
け
と
な
る
活
動
を
し

地
域
に
貢
献
し
て「
定
住
」す
る

衆
議
院
総
務
委
員
長
と
総
務
省
　「竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
意
見
交
換
会
」

→
衆
議
院
の
遠
山
総
務
委
員
長
と
総
務
省
自
治
行
政
局

の
山
越
地
域
自
立
応
援
課
長
に
活
動
報
告
を
す
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊

↑走行式散水機の実演

↑首藤市長に報告をする竹田市農業
委員会の志賀一幸会長

国
が
注
目
す
る
協
力
隊
45
名

　
７
月
26
日
、
衆
議
院
の
遠
山
清

彦
総
務
委
員
長
と
総
務
省
自
治
行

政
局
の
山
越
伸
子
地
域
自
立
応
援

課
長
が
竹
田
市
を
訪
問
し
、
全
国
で

一
番
多
く
の「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

を
採
用
し
て
い
る
竹
田
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
直
に
隊
員
と
の
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
、「
竹
田
市
の
魅

力
」
や
「
将
来
の
夢
」、「
多
彩
な
活

動
」
等
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
目
的
は
、
全
国
ト
ッ
プ
の

総
勢
45
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

が
活
躍
す
る
竹
田
市
の
現
状
を
調

査
す
る
た
め
で
す
。

　
会
場
に
は
地
域
活
性
化
や
芸

術
・
文
化
、
観
光
、
等
の
異
分
野
で

活
動
す
る
協
力
隊
員
10
人
と
、
地

域
と
隊
員
を
結
び
つ
け
る
集
落

支
援
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
隊
員
か
ら
は
、
協
力
隊
員
と
し

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
か
、
３
年
後
の
目
標
は
何

か
、
地
域
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
を
発
表
し
、
そ
れ
に
対
し
て

遠
山
委
員
長
と
山
越
課
長
が
コ

メ
ン
ト
し
な
が
ら
意
見
交
換
を
す

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
選
ば
れ
た
隊
員
は
ガ
ラ

ス
職
人
、
陶
芸
家
、
ま
ち
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
さ
ら
に
は

韓
国
と
中
国
か
ら
隊
員
と
な
っ
て

国
際
観
光
の
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　
田
舎
で
の
生
き
方
、
地
域
へ
の
貢

献
、
自
分
の
人
生
設
計
等
の
幅
広
い

話
題
が
交
わ
さ
れ
有
意
義
な
意
見

交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

アートフェア「インディペンデ
ント」で審査員特別賞受賞

竹
田
市
の
子
育
て
支
援
事
業「
タ
ケ
ハ
コ
教
室
」が
採
択

平
成
28
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
事
業

地域おこし協力隊　志水 聡香さん

　７月31日、東京都浅草ヒューリック
ホールにて、現代アートオンラインス
トアのタグボート主催によるアート
フェア「インディペンデント」に作品
を出展していた、地域おこし協力隊の
志水聡香さんの作品が審査員特別賞
「車洋二賞」を受賞しました。
　志水さんは平成27年度から協力隊と
なり２年目。TSG竹田総合学院を拠点
に画家として創作活動や小学生を対象
としたワーク
ショップ等、地
域活動を展開
しています。

　
地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性

化
に
向
け
て
、
自
治
体
の
支
援
の
も

と
で
起
業
に
取
り
組
む
隊
員
等
の

取
り
組
み
を
、
総
務
省
が
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
採
択
す
る
「
平
成
28
年

て
い
こ
う
と
立
ち
上
げ
た
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　『
こ
こ
ろ
ざ
し
の
種
ま
き
』
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
、
ホ
ン
モ
ノ
に
触

れ
、
感
性
を
豊
か
に
多
様
な
世
界
を

感
じ
る
「
タ
ケ
ハ
コ
教
室
」（
子
ど

も
た
ち
の
た
め
の
放
課
後
教
室
や

週
末
に
行
う
イ
ベ
ン
ト
等
）
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
親
御
さ
ん
が
忙
し
い
ご
家

庭
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
足
と
な
る

「
バ
ス
」
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。
竹
田
市
立
小
学
校
（
竹
田

小
、
豊
岡
小
、
南
部
小
の
み
）
に
通

学
す
る
２
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で

親
子
15
組
を
対
象
と
し
た
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
応
募
締
切

は
９
月
８
日
ま
で
。
各
小
学
校
へ
申

込
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◎『
竹
ノ
ｈ
ａ
ｃ
ｏ
』（
城
下
町
交
流

館
「
集
」
内
）　
☎
63-

０
１
３
３

審査員特別賞を　　
受賞した志水さん→

広
が
っ
た
就
農
の
チ
ャ
ン
ス

「ノーミス ノー事故
農作業」

農
地
取
得
の
下
限
面
積
を
引
き
下
げ
ま
し
た

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

回
収
し
ま
す

夢パックに喜びの声続 ！々

「
畑
地
か
ん
が
い
省
力
化
」研
修

　
８
月
１
日
に
開
か
れ
た
竹
田
市

農
業
委
員
会
に
お
い
て
、
特
定
の
条

件
を
満
た
す
場
合
の
「
農
地
取
得
の

下
限
面
積
の
引
き
下
げ
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
農
業
振
興
地
域
内
の

農
用
地
を
含
む
農
地
取
得
の
下
限

面
積
（
農
地
を
取
得
す
る
た
め
に
最

低
限
必
要
な
面
積
）
は
40
ア
ー
ル
で

し
た
が
、
竹
田
市
の
重
要
施
策
で
あ

る
「
農
村
回
帰
」
を
推
進
し
、「
農

地
付
き
空
き
家
へ
の
移
住
定
住
の

促
進
」「
新
規
就
農
者
の
確
保
」「
耕

作
放
棄
地
の
解
消
」
を
目
的
と
し

て
、

① 

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
に

含
ま
れ
な
い
農
地
　
10
ア
ー
ル

② 

空
き
家
に
付
随
し
た
農
地
で
、

農
業
委
員
会
の
指
定
を
受
け
た

農
地
　
　
　
　
　
　
１
ア
ー
ル

に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
28
年
９
月
１
日
か
ら

適
用
と
な
り
ま
す
。

※

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
て

い
る
空
き
家
に
付
随
す
る
農
地

に
つ
い
て
は
、
１
筆
ご
と
に
農
業

委
員
会
の
指
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

  （「
空
き
家
に
付
随
し
た
農
地
の
指

定
申
請
書
」
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
）

※

原
則
５
年
間
耕
作
す
る
こ
と
が

必
要
（
投
機
目
的
の
取
得
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
）

　
憧
れ
の
田
舎
暮
ら
し
で
「
農
業
を

始
め
た
い
」
と
い
う
市
外
か
ら
の
移

住
希
望
の
方
に
は
、
就
農
の
ハ
ー
ド

ル
が
下
が
る
こ
と
で
、
負
担
に
な
ら

な
い
面
積
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
先
進
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
、「
水
路
や
農
道
の
共
同
維

持
活
動
」
や
「
地
域
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
」
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
農
業
委

員
会
　
☎
63-

４
８
１
５

　
８
月
19
日
、
竹
田
市
西
部
地
区

営
農
推
進
協
議
会
が
生
産
者
の
経

営
安
定
を
図
る
た
め
、
省
力
散
水
機

器
等
の
実
演
や
新
規
品
目
の
導
入

の
た
め
現
地
研
修
会
を
菅
生
地
区

の
ほ
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　「
新
品
目
サ
ト
イ
モ
の
導
入
提
案

会
」
や
「
散
水
機
器
の
使
用
説
明
及

び
実
演
」
等
、
畑
地
か
ん
が
い
の
農

業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
25
日
か
ら
８
月
１
日
に
か
け

て
、「
草
原
の
黒
い
ダ
イ
ヤ
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
１
便
が
出
荷
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
中
身
は
、
久
住

高
原
牛
や
竹
田
カ
ボ
ス
、
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
ほ
か
、
旬
な
竹
田
野
菜
の
詰

め
合
わ
せ
も
た
っ
ぷ
り
。
竹
田
市
の

畜
産
農
家
を
応
援
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
全

国
に
向
け
て
今
後
も
「
竹
田
の
魅

力
」
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　収穫作業の最盛期を迎えるにあたり、９
月、10月を農作業事故対策の重点期間と
して「秋の農作業安全確認運動」を展開し
ています。
　農作業事故の多くは「慣れからくる油断」
や「疲労による注意力低下」が原因です。
　新規就農者や
高齢の農家の皆
さんに限らず、誰
にでも事故は起
こり得ます。
　忙しい時期で
すが、油断せず、
ゆとりを持って安
全な農作業を心
がけてください。

●お問い合せ
　竹田市農政課ブランド推進室　☎63-4805

　
回
収
場
所
へ
運
搬
す
る
場
合
は
、「
運

搬
車
両
の
表
示
」
及
び
「
書
面
の
備
え
付

け
（
携
帯
）」
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
備
え
付
け
書
類
な
ど
無
い
場

合
は
各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
回
収
当
日
は
印
鑑
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

■
回
収
す
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　
ハ
ウ
ス
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
農
業
用

の
マ
ル
チ
資
材
、
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
肥

料
袋
（
ビ
ニ
ー
ル
）、
育
苗
用
ポ
ッ
ト
、
農

薬
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
空
容
器
な
ど

■
回
収
日
程
（
予
定
）

●
お
問
い
合
せ
　
大
分
県
農
協
豊
肥
事
業

部
園
芸
課
　
☎
63-

１
２
２
４
／
竹
田

市
農
政
課
　
☎
63-

４
８
０
５
／
荻
支

所
　
☎
68-

２
２
１
５
／
久
住
支
所
　

☎
76-

１
１
１
５
／
直
入
支
所
　
☎
75-

２
２
１
５

農ビニールと農ポリに分類して持ち込んでください

回収時間　午前９時から午後３時まで　　
　　　　　※時間内での持ち込みをお願いします。
料　　金　農家６円／kg （税別）・法人格（企業）７円／kg （税別）

　　　　　　　   場　所

菅生育苗センター

荻堆肥センター

久住野菜集出荷場

直入野菜集荷場

地域

竹田

荻

久住

直入

９月

９／26

12月

12／７

12／９

12／８

１月

１／20

３月

３／15

３／16

３／13

３／14

し  みず  さと  か

お  

が
さ
わ
ら
じ
ゅ
ん 

こ

タ
ケ

ハ
　
　
　
コ

ハ
ハ  

コ

2016年9月発行5



表　彰 福　祉

青少年赤十字国際交流派遣事業
「ベトナム訪問」  竹田高２年・後藤さんが参加

軟式野球・バレー 九州大会で活躍

平成28年度 竹田市優良建設工事表彰
　　　　　　      ～他の模範となる３社を表彰～

↑グループ意見交換会をする関係者のみ
なさん

　
７
月
31
日
、
公
益
財
団
法
人
さ
わ

や
か
福
祉
財
団
と
竹
田
市
及
び
竹

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
「
地
域
」
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
支
え

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
を
目
指
そ
う
と
、「
新
し
い
地

域
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
竹
田
　
〜
み
ん
な
で
語
ろ

う
！
地
域
で
の
支
え
合
い
」
を
竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。
市
内
全
地
域
か
ら
地

区
社
協
や
住
民
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
地
縁
組
織
、
関
係
者

ほ
か
多
数
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

の
堀
田
力
会
長
が
「
助
け
合
い
を
広

め
る
鍵
と
方
策
」
と
題
し
て
講
演
。

　
第
２
部
は
竹
田
市
社
協
や
明
治

地
区
社
協
、
白
丹
地
区
社
協
の
み
な

さ
ん
が
活
動
報
告
を
発
表
。

　
ま
た
、
各
地
域
ご
と
に
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
「
も
し
も
の
時
の
地
域
で

の
支
え
合
い
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
。
地
域
を
よ
り
良
く
、
住

み
や
す
く
す
る
た
め
の
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

荻
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
８
月
20

日
か
ら
３
日
間
、
福
岡
県
で
開
催
さ

れ
た
「
第
５
回
全
九
州
学
童
軟
式
野

球
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

【
監
督
】　
大
崎
晋
太
郎

【
コ
ー
チ
】
尾
崎
　
薫
・
下
田
哲
照

【
選
手
】
二
宮
悠
真
（
荻
小
６
年
・
投
手
）

　※

以
下
、
野
手
は
背
番
号
順

大
崎
凌
太
郎（
５
年
）、
本
田
千
陽（
５
年
）、

三
浦
広
海
（
５
年
）、
橘
　
孝
貴
（
４
年
）、

菊
川
颯
斗
（
５
年
）、
尾
崎
泰
地
（
５
年
）、

穴
見
日
向（
６
年
）、
後
藤
虎
太
郎（
６
年
）、

阿
南
　
駆（
６
年
）、
野
仲
美
空
斗（
５
年
）、

渡
邊
奏
斗
（
５
年
）、
池
永
翔
生
（
５
年
）、

伊
東
佑
凌
（
４
年
）

緒
方
ア
ロ
ー
ズ
（
所
属
の
竹
田
市
内

の
２
名
）
が
８
月
19
日
か
ら
３
日

間
、
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
31

回
全
九
州
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

女
優
勝
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

【
選
手
】
荒
巻
大
貴
（
久
住
小
５
年
）、
荒

巻
大
雅（
久
住
小
２
年
）　
　
　〔
敬
称
略
〕

み
ん
な
で
語
ろ
う
！

地
域
で
の「
支
え
合
い
」開
催

１
９
９
１
人
の
支
援
に
感
謝
!

南
阿
蘇
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
竹
田
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
が
活
動
終
了

↑今回の「南阿蘇支援ボランティア」を総括した最後の運営委員会

↑〔前列写真左から〕株式会社松井組様、株式会社ミヤマ様、株式会社友繁建設様

→
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
樹
体
験
（
後
藤
さ
ん
は

左
か
ら
３
人
め
）

↑県境を越えてつながった「支えあい」に感謝！
閉所式で看板をおろす関係者のみなさん

↑ 竹田小の蛍おくり交流活動

↑ 菅生小の清掃活動

　
４
月
14
日
、
16
日
に
発
生
し
た

「
熊
本
地
震
」
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
熊
本
県
南
阿
蘇
村
を
支
援
し

よ
う
と
、
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
諸
団
体
の
協
力
を
得
て
、
竹
田

市
役
所
の
旧
荻
支
所
に
設
置
を
し

た
「
南
阿
蘇
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

竹
田
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
の
閉
所
式

が
７
月
31
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊

　
５
月
１
日
に
開
所
し
て
以
来
、
閉

所
ま
で
の
92
日
間
（
実
活
動
日
48

日
）
に
、
中
継
基
地
と
し
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
付
人
数
は
、
延
べ
１

９
９
１
人
で
し
た
。

　
関
係
者
の
手
で
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

（
旧
荻
庁
舎
）
に
掲
げ
て
い
た
横
看

板
を
取
り
外
し
、
約
３
か
月
間
に
及

ぶ
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
、
第
６
回
南
阿
蘇
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
竹
田
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
運
営
委
員
会
が
竹
田
商
工
会
議

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
活
動
を

振
り
か
え
り
「
成
果
」
と
し
て
、

○「
社
協
本
来
の
使
命
で
あ
る
、

困
っ
て
い
る
状
況
に
対
し
て
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
・
で
き
る
こ
と
を

決
め
る
・
仕
組
み
を
つ
く
る
・
支

援
を
実
践
し
届
け
る
、
と
い
う

作
業
が
関
係
者
と
の
協
働
に
よ

り
達
成
で
き
た
」

○「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
を
始

め
、
地
域
住
民
、
諸
団
体
、
及
び

他
地
区
社
協
の
支
援
を
受
け
る

等
、
協
働
作
業
に
よ
り
連
携
・
交

流
が
深
ま
っ
た
」…

等
。

　
ま
た
今
後
の
「
課
題
」
と
し
て
、

○「
今
後
に
活
か
す
た
め
に
学
習
会

を
開
催
し
、
人
材
の
育
成
を
図

る
」

○「
情
報
の
発
信
、
共
有
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
通
常
業
務
に
反
映

す
る
」…

等
の
報
告
及
び
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
９
月
以
降
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
南
阿
蘇
村
社
協
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
、
復
興
の
状
況
を
把
握

し
、「
市
民
を
含
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
を
呼
び
掛
け
る
等
の
情
報

発
信
を
継
続
し
て
行
う
」
と
し
て
い

ま
す
。

　
運
営
委
員
会
関
係
者
の
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
竹
田
市
優
良
建
設

工
事
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹

田
市
が
発
注
し
、「
竹
田
市
優
良
建

設
工
事
表
彰
実
施
要
綱
」
に
基
づ

き
、
平
成
26
年
度
に
完
成
し
た
請

負
代
金
額
１
３
０
万
円
以
上
の
土

木
工
事
74
件
の
中
か
ら
、
特
に
優
秀

な
３
件
が
「
優
良
建
設
工
事
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
制
度
は
建
設
企
業
の

技
術
の
向
上
を
図
り
、
公
共
工
事
の

品
質
向
上
及
び
適
正
な
施
工
を
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
26
年
度

に
制
定
さ
れ
、
今
回
竹
田
市
で
は
初

め
て
の
表
彰
と
な
り
ま
す
。

　
工
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

・「
26
　
市
道
新
町
線
道
路
美
装
化

工
事
」　
株
式
会
社
松
井
組
（
代

表
・
松
井
宏
一
）

・「
平
成
26
年
度
　
板
切
登
山
道
整

備
工
事
」　
株
式
会
社
ミ
ヤ
マ

（
代
表
・
麻
生
邦
彦
）

・「
26
　
市
道
住
吉
倉
木
線
（
倉
田

橋
）
橋
梁
架
替
工
事
」　
株
式
会

社
友
繁
建
設
（
代
表
・
友
岡
　

繁
）

　８月18日から６日間、大分県立竹田高等学
校２年の後藤香澄さんが「平成28年度日本赤
十字社第６ブロック青少年赤十字国際交流派
遣事業」の派遣メンバーとして、ベトナム訪
問に参加をしました。
　現地では「マングローブ植樹体験」や「児
童院訪問」、「ベトナムJRCメンバーとの交流」
等に参加し、国際社会の一員としての視野を
広めることができました。

↑ 受賞した甲斐廣見さん

甲
斐
廣
見
さ
ん
が

地
域
環
境
保
全
功
労
者
表
彰

　「
平
成
28
年
度
環
境
保
全
功
労
者

表
彰
」
に
お
い
て
、
甲
斐
廣
見
さ
ん

（
室
・
74
歳
）
が
地
域
環
境
保
全
功

労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
甲
斐
さ
ん
は
、
43
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
自
然
公
園
指
導
員
と
し
て

登
山
道
の
整
備
や 

利
用
上
の
マ

ナ
ー
啓
発
な
ど
、
自
然
保
護
や
環

境
保
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

菅
生
小
が
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　
竹
田
市
立
菅
生
小
学
校
が
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
（
８
月
）
に
お
け
る

「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」
で
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
菅
生
小
は
、
佐
伯
河
川
国
道
事

務
所
が
管
理
す
る
国
道
57
号
線
を

は
じ
め
、
周
辺
道
路
に
お
い
て
、
長

年
に
わ
た
り
道
路
の
清
掃
活
動
を

行
い
、
道
路
の
美
化
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

竹
小
と
技
能
士
会
が
教
育
奨
励
賞

　
竹
田
市
立
竹
田
小
学
校
と
竹
田

地
域
技
能
士
会
が
「
平
成
28
年
度

大
分
県
教
育
奨
励
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
竹
田
小
は
「
蛍
お
く
り
の
交
流
活

動
」、
竹
田
地
域
技
能
士
会
は
「
体

験
学
習
支
援
」
を
長
年
に
わ
た
っ
て

継
続
し
、
地
域
の
教
育
活
動
に
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

か

　

  

い   

ひ
ろ   

み
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表　彰 福　祉

青少年赤十字国際交流派遣事業
「ベトナム訪問」  竹田高２年・後藤さんが参加

軟式野球・バレー 九州大会で活躍

平成28年度 竹田市優良建設工事表彰
　　　　　　      ～他の模範となる３社を表彰～

↑グループ意見交換会をする関係者のみ
なさん

　
７
月
31
日
、
公
益
財
団
法
人
さ
わ

や
か
福
祉
財
団
と
竹
田
市
及
び
竹

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
「
地
域
」
で
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
支
え

る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
を
目
指
そ
う
と
、「
新
し
い
地

域
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
竹
田
　
〜
み
ん
な
で
語
ろ

う
！
地
域
で
の
支
え
合
い
」
を
竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
し
た
。
市
内
全
地
域
か
ら
地

区
社
協
や
住
民
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
地
縁
組
織
、
関
係
者

ほ
か
多
数
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
は
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

の
堀
田
力
会
長
が
「
助
け
合
い
を
広

め
る
鍵
と
方
策
」
と
題
し
て
講
演
。

　
第
２
部
は
竹
田
市
社
協
や
明
治

地
区
社
協
、
白
丹
地
区
社
協
の
み
な

さ
ん
が
活
動
報
告
を
発
表
。

　
ま
た
、
各
地
域
ご
と
に
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
「
も
し
も
の
時
の
地
域
で

の
支
え
合
い
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
。
地
域
を
よ
り
良
く
、
住

み
や
す
く
す
る
た
め
の
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

荻
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
８
月
20

日
か
ら
３
日
間
、
福
岡
県
で
開
催
さ

れ
た
「
第
５
回
全
九
州
学
童
軟
式
野

球
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

【
監
督
】　
大
崎
晋
太
郎

【
コ
ー
チ
】
尾
崎
　
薫
・
下
田
哲
照

【
選
手
】
二
宮
悠
真
（
荻
小
６
年
・
投
手
）

　※

以
下
、
野
手
は
背
番
号
順

大
崎
凌
太
郎（
５
年
）、
本
田
千
陽（
５
年
）、

三
浦
広
海
（
５
年
）、
橘
　
孝
貴
（
４
年
）、

菊
川
颯
斗
（
５
年
）、
尾
崎
泰
地
（
５
年
）、

穴
見
日
向（
６
年
）、
後
藤
虎
太
郎（
６
年
）、

阿
南
　
駆（
６
年
）、
野
仲
美
空
斗（
５
年
）、

渡
邊
奏
斗
（
５
年
）、
池
永
翔
生
（
５
年
）、

伊
東
佑
凌
（
４
年
）

緒
方
ア
ロ
ー
ズ
（
所
属
の
竹
田
市
内

の
２
名
）
が
８
月
19
日
か
ら
３
日

間
、
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
「
第
31

回
全
九
州
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

女
優
勝
大
会
」
に
出
場
し
ま
し
た
。

【
選
手
】
荒
巻
大
貴
（
久
住
小
５
年
）、
荒

巻
大
雅（
久
住
小
２
年
）　
　
　〔
敬
称
略
〕

み
ん
な
で
語
ろ
う
！

地
域
で
の「
支
え
合
い
」開
催

１
９
９
１
人
の
支
援
に
感
謝
!

南
阿
蘇
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
竹
田
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
が
活
動
終
了

↑今回の「南阿蘇支援ボランティア」を総括した最後の運営委員会

↑〔前列写真左から〕株式会社松井組様、株式会社ミヤマ様、株式会社友繁建設様

→
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
樹
体
験
（
後
藤
さ
ん
は

左
か
ら
３
人
め
）

↑県境を越えてつながった「支えあい」に感謝！
閉所式で看板をおろす関係者のみなさん

↑ 竹田小の蛍おくり交流活動

↑ 菅生小の清掃活動

　
４
月
14
日
、
16
日
に
発
生
し
た

「
熊
本
地
震
」
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
熊
本
県
南
阿
蘇
村
を
支
援
し

よ
う
と
、
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
諸
団
体
の
協
力
を
得
て
、
竹
田

市
役
所
の
旧
荻
支
所
に
設
置
を
し

た
「
南
阿
蘇
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　

竹
田
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
の
閉
所
式

が
７
月
31
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊

　
５
月
１
日
に
開
所
し
て
以
来
、
閉

所
ま
で
の
92
日
間
（
実
活
動
日
48

日
）
に
、
中
継
基
地
と
し
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
付
人
数
は
、
延
べ
１

９
９
１
人
で
し
た
。

　
関
係
者
の
手
で
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

（
旧
荻
庁
舎
）
に
掲
げ
て
い
た
横
看

板
を
取
り
外
し
、
約
３
か
月
間
に
及

ぶ
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

　
８
月
５
日
、
第
６
回
南
阿
蘇
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
竹
田
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
運
営
委
員
会
が
竹
田
商
工
会
議

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
竹
田
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
活
動
を

振
り
か
え
り
「
成
果
」
と
し
て
、

○「
社
協
本
来
の
使
命
で
あ
る
、

困
っ
て
い
る
状
況
に
対
し
て
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
・
で
き
る
こ
と
を

決
め
る
・
仕
組
み
を
つ
く
る
・
支

援
を
実
践
し
届
け
る
、
と
い
う

作
業
が
関
係
者
と
の
協
働
に
よ

り
達
成
で
き
た
」

○「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
を
始

め
、
地
域
住
民
、
諸
団
体
、
及
び

他
地
区
社
協
の
支
援
を
受
け
る

等
、
協
働
作
業
に
よ
り
連
携
・
交

流
が
深
ま
っ
た
」…

等
。

　
ま
た
今
後
の
「
課
題
」
と
し
て
、

○「
今
後
に
活
か
す
た
め
に
学
習
会

を
開
催
し
、
人
材
の
育
成
を
図

る
」

○「
情
報
の
発
信
、
共
有
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
通
常
業
務
に
反
映

す
る
」…

等
の
報
告
及
び
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
９
月
以
降
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
南
阿
蘇
村
社
協
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
、
復
興
の
状
況
を
把
握

し
、「
市
民
を
含
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
を
呼
び
掛
け
る
等
の
情
報

発
信
を
継
続
し
て
行
う
」
と
し
て
い

ま
す
。

　
運
営
委
員
会
関
係
者
の
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
竹
田
市
優
良
建
設

工
事
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
竹

田
市
が
発
注
し
、「
竹
田
市
優
良
建

設
工
事
表
彰
実
施
要
綱
」
に
基
づ

き
、
平
成
26
年
度
に
完
成
し
た
請

負
代
金
額
１
３
０
万
円
以
上
の
土

木
工
事
74
件
の
中
か
ら
、
特
に
優
秀

な
３
件
が
「
優
良
建
設
工
事
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
制
度
は
建
設
企
業
の

技
術
の
向
上
を
図
り
、
公
共
工
事
の

品
質
向
上
及
び
適
正
な
施
工
を
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
26
年
度

に
制
定
さ
れ
、
今
回
竹
田
市
で
は
初

め
て
の
表
彰
と
な
り
ま
す
。

　
工
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

・「
26
　
市
道
新
町
線
道
路
美
装
化

工
事
」　
株
式
会
社
松
井
組
（
代

表
・
松
井
宏
一
）

・「
平
成
26
年
度
　
板
切
登
山
道
整

備
工
事
」　
株
式
会
社
ミ
ヤ
マ

（
代
表
・
麻
生
邦
彦
）

・「
26
　
市
道
住
吉
倉
木
線
（
倉
田

橋
）
橋
梁
架
替
工
事
」　
株
式
会

社
友
繁
建
設
（
代
表
・
友
岡
　

繁
）

　８月18日から６日間、大分県立竹田高等学
校２年の後藤香澄さんが「平成28年度日本赤
十字社第６ブロック青少年赤十字国際交流派
遣事業」の派遣メンバーとして、ベトナム訪
問に参加をしました。
　現地では「マングローブ植樹体験」や「児
童院訪問」、「ベトナムJRCメンバーとの交流」
等に参加し、国際社会の一員としての視野を
広めることができました。

↑ 受賞した甲斐廣見さん

甲
斐
廣
見
さ
ん
が

地
域
環
境
保
全
功
労
者
表
彰

　「
平
成
28
年
度
環
境
保
全
功
労
者

表
彰
」
に
お
い
て
、
甲
斐
廣
見
さ
ん

（
室
・
74
歳
）
が
地
域
環
境
保
全
功

労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
甲
斐
さ
ん
は
、
43
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
自
然
公
園
指
導
員
と
し
て

登
山
道
の
整
備
や 

利
用
上
の
マ

ナ
ー
啓
発
な
ど
、
自
然
保
護
や
環

境
保
全
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

菅
生
小
が
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　
竹
田
市
立
菅
生
小
学
校
が
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
（
８
月
）
に
お
け
る

「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」
で
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
菅
生
小
は
、
佐
伯
河
川
国
道
事

務
所
が
管
理
す
る
国
道
57
号
線
を

は
じ
め
、
周
辺
道
路
に
お
い
て
、
長

年
に
わ
た
り
道
路
の
清
掃
活
動
を

行
い
、
道
路
の
美
化
活
動
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

竹
小
と
技
能
士
会
が
教
育
奨
励
賞

　
竹
田
市
立
竹
田
小
学
校
と
竹
田

地
域
技
能
士
会
が
「
平
成
28
年
度

大
分
県
教
育
奨
励
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
竹
田
小
は
「
蛍
お
く
り
の
交
流
活

動
」、
竹
田
地
域
技
能
士
会
は
「
体

験
学
習
支
援
」
を
長
年
に
わ
た
っ
て

継
続
し
、
地
域
の
教
育
活
動
に
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

たのしみながら学ぶ

「初めての瀧廉太郎講座」

「DRUM TAO」夏フェスに市内小学生を招待

真夏の久住高原で夢を描く！

中
村
仙
汰
さ
ん（
都
野
中
出
身
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ・
カ
ヌ
ー
準
Ｖ

ま
す
ま
す
健
康
で
！

森
河
至
さ
ん
の
白
寿
祝
射
会

音
楽
姉
妹
都
市
・
長
野
県
中
野
市
か
ら

中
学
生
新
聞
特
派
員
が
来
竹
！

蓮
池
薫
さ
ん
が
語
る

「
夢
と
絆
」

熱
戦
を
制
し
て

玉
来
地
区
が
総
合
優
勝
！

↑大分県・宮崎県における関係６
市町村の位置図

　宮崎県と大分県などでつくる「祖母傾
ユネスコエコパーク大分・宮崎推進協議
会」は日本ユネスコ国内委員会に申請書
を８月５日に提出し、12日の国内審査
で、ユネスコ（国連教育科学文化機関）
への推薦が決定しました。
　名称は「祖母・傾・大崩生物圏保存地
域（祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク）」。
　構成自治体は、大分県、大分県佐伯
市、大分県竹田市、大分県豊後大野市、
宮崎県、宮崎県延岡市、宮崎県高千穂
町、宮崎県日之影町。６市町にまたがる
総面積は24万3672㌶です。
　なお、登録申請書は７月28日に宮崎県
延岡市で開催された推進協議会の総会で
決まり、登録申請の名称は延岡市の「大
崩」も名称に加えられました。
　今後は、国
内８番めの登
録を目指し
て、９月末ま
でに国がユネ
スコ（国連教
育科学文化機
関）へ申請書
を提出しま
す。

　
今
年
で
第
70
回
を
迎
え
る
「
瀧

廉
太
郎
記
念
音
楽
祭
」
を
記
念
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
世
代
を
超
え
て
広

く
顕
彰
し
て
い
こ
う
と
、「
初
め
て

　
８
月
17
日
、
市
内
高
齢
者
福
祉

施
設
に
新
鮮
な
ト
マ
ト
を
寄
贈
す

る
「
第
37
回
ト
マ
ト
愛
の
定
期
便
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
や
市
職

員
、
民
生
児
童
委
員
ら
が
市
内
７
施

設
に
向
け
て
出
発
。
各
施
設
で
ト
マ

ト
を
受
け
取
っ
た
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

↑思わずこぶしを高く突き上げる！

↑久住で撮影された写真も魅
力！写真集「THE RISING OF 
DRUMTAO」が発売中！

↑マインクラフトで「オリ
ンピックの五輪マーク」
を時間内に完成させた児
童も！子どもたちの可能
性は無限大！

↑ICTを楽しみながら学ぶ環境づくり

↑練習の成果を発揮するソフトテニス

↑投礼射で見事的中させた森河さん

　
８
月
７
日
、「
第
12
回
市
民
球
技
大

会
」
が
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
ほ
か
、

市
内
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
15
地
区
・
８
種
目
の
競
技
に
、
市

民
８
４
４
名
が
参
加
。
猛
暑
に
も
関
わ

ら
ず
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
繰

り
広
げ
、
総
合
優
勝
に
は
玉
来
地
区
が

輝
き
ま
し
た
。
主
な
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
総
合
順
位
】
１
位
・
玉
来
地
区
、
２

位
・
宮
砥
地
区
、
３
位
・
久
住
地
区

【
軟
式
野
球
】
優
勝
・
直
入
地
区
、
玉

来
地
区

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】
優
勝
・
宮
砥
地

区
、
久
住
地
区

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
優
勝
・
玉
来
地
区

【
卓

　球
】
優
勝
・
豊
岡
地
区

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
優
勝
・
荻
地
区

【
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
】
優
勝
・
久
住
地
区

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】
優
勝
・
宮
砥
地
区
Ａ

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】
優
勝
・
松
本

地
区

荻
の
大
地
か
ら
真
心
こ
め
て

　
こ
の
夏
、
久
住
高
原
を
舞

台
に
開
催
さ
れ
た
「
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
夏
フ
ェ
ス
・
プ
レ
ミ
ア

ラ
イ
ブ
」
に
、
財
団
設
立
の
記

念
鑑
賞
会
と
し
て
、
８
月
17
日

か
ら
25
日
に
か
け
て
市
内
小

学
校
（
12
校
）
の
高
学
年
の
児

童
２
７
６
名
が
無
料
で
招
待

さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
17
日
、
会
場
の
Ｔ
Ａ
Ｏ

の
里
に
招
待
さ
れ
た
の
は
白

丹
小
、
久
住
小
、
直
入
小
の
３

校
。
ラ
イ
ブ
が
始
ま
る
と
、
観

客
席
の
児
童
は
初
め
て
観
る

Ｔ
Ａ
Ｏ
の
迫
力
あ
る
演
奏
に

き
ら
き
ら
と
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。
普
段
、
本
物
の
ラ

イ
ブ
演
奏
に
接
す
る
機
会
が

少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
、
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　
８
月
11
日
、
輝
か
し
い
未
来
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報

通
信
技
術
）」
に
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
る
ー
む
　
か
て
て
」

（
小
学
生
中
・
高
学
年
対
象
）
が
竹

田
分
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
弓
道
連
盟
竹
田
支
部
（
加
藤
正

義
会
長
）
は
こ
の
度
、
大
正
６
年
生

の
廉
太
郎
講
座
」
の

第
１
回
目
が
７
月
24

日
、
御
客
屋
敷
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
廉
太
郎
的
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｔ
Ａ 

ぶ
ら
歩
き
」。

市
内
外
か
ら
約
40
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
北
九
州
市

立
自
然
史
・
歴
史
博

物
館
の
学
芸
員
、
中

西
義
昌
氏
は
座
学
で

講
義
を
し
た
あ
と
、

城
下
町
を
ぶ
ら
歩
き

し
な
が
ら
、
当
時
の

様
子
を
解
説
し
ま
し
た
。
参
加
者
た

ち
は
、
竹
田
で
幼
少
時
を
過
ご
し
た

廉
太
郎
少
年
像
に
思
い
を
馳
せ
て

い
ま
し
た
。

　
音
楽
姉
妹
都
市
は
、
昭
和
42
年

に
長
野
県
中
野
市
、
宮
城
県
仙
台

市
、
大
分
県
竹
田
市
３
市
の
間
で
結

ん
で
お
り
、
来
年
１
月
で「
50
周
年
」

を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
本
年
の
８
月
５

日
か
ら
３
日
間
、
中
野
市
か
ら
３
年

ぶ
り
に
中
学
生
学
校
新
聞
特
派
員

の
中
野
市
立
髙
社
中
学
校
の
生
徒

会
長
大
川
陸
さ
ん
（
３
年
）、
副
会

長
の
赤
星
光
誓
さ
ん
（
３
年
）、
同

じ
く
副
会
長
の
佐
藤
悠
里
さ
ん
（
３

年
）の
３
名
が
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
６
日
、
中
野
市
の
生
徒
は
市
内
の

竹
田
中
学
校
を
訪
問
。
交
流
会
及

び
平
和
学
習
会
に
参
加
し
、
戦
争
や

世
界
平
和
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
瀧
廉
太

郎
記
念
館
や
岡
城
跡
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
っ

て
続
く
交
流
は
、

新
た
な
「
友
情
」

や
「
縁
」
が
生
ま

れ
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

祖母・傾・大崩　ユネスコエコパーク

ユネスコへ推薦決定！

　
８
月
９
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、

山
口
県
の
中
山
湖
特
設
カ
ヌ
ー
競

技
場
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
高
校

総
体
カ
ヌ
ー
競
技
大
会
〔
男
子
２
０

０
㍍
・
Ｋ-

４
の
部
〕」
に
お
い
て
、

大
分
舞
鶴
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
部
が

出
場
し
、
見
事
準
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
出
場
し
た
大
分
舞
鶴
高
３
年
の

中
村
仙
汰
主
将
（
都
野
中
学
校
出

身
）
は
「
チ
ー
ム
の
力
を
合
わ
せ
て

上
位
入
賞
で
き
ま
し
た
。
応
援
に
感

謝
し
て
い
ま
す
！
」
と
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　８月16日、「第12回人権を守る市民の集
い」が久住公民館くじゅうサンホールで開
催されました。
　講師は1978年に拉致され、北朝鮮で24年
間の生活を余儀なくされた経験を持つ蓮池
薫さん（新潟産業大学経済学部准教授）で、
「夢と絆」をテーマに「拉致問題の現況」
等を語っていただきました。
　会場で聞き入った約600人の参加者は、あ
らためて「人権問題」を考える貴重な機会と
なりました。

　
使
用
す
る
ソ
フ
ト
は
、
建
造
物
な

ど
自
由
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

づ
く
り
ゲ
ー
ム
「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ

ト
」。
こ
の
日
初
め
て
操
作
す
る
児

童
は
、
最
初
は
と
ま
ど
い
な
が
ら

も
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
取
り
組
み
、
次

第
に
操
作
に
慣
れ
、
夢
中
に
な
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
運
営
を
す
る
久
住
町
の
阿
南
英

治
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
に
気
軽
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
ふ
れ
て
も
ら
い
、
感
性
が

養
わ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

う
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ま
れ
の
錬
士
五
段
・
森
河
至
さ
ん

（
99
歳
・
飛
田
川
田
原
）
の
白
寿
祝

射
会
を
飛
田
川
弓
道
場
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
森
河
さ
ん
は
農
協
の
獣
医
と
し

て
勤
務
。
弓
道
は
退
職
後
の
65
歳
か

ら
始
め
、
現
在
も
毎
朝
道
場
に
通

い
、
弓
道
仲
間
と
練
習
に
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

　「
歳
を
重
ね
て
も
こ
れ
ま
で
元
気

な
の
は
弓
道
の
お
蔭
。
健
康
の
維
持

に
適
し
て
い
ま
す
ね
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

も
り   

か
わ 

い
た
る

→
大
分
舞
鶴
高
カ
ヌ
ー
部
（
中
村
主
将
は
前
列
左
）

↑体育館で行われた平和学習・グループワーク

↑岡城跡の瀧廉太郎像前にて

↑おいしそうに実ったトマトを手に
して喜ぶ高齢者のみなさん

気
軽
に

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」を
楽
し
ん
で

そ　ぼ かたむきおおくえ

な
か
む
ら
せ
ん  

た

は
す  

い
け
か
お
る
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たのしみながら学ぶ

「初めての瀧廉太郎講座」

「DRUM TAO」夏フェスに市内小学生を招待

真夏の久住高原で夢を描く！

中
村
仙
汰
さ
ん（
都
野
中
出
身
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ・
カ
ヌ
ー
準
Ｖ

ま
す
ま
す
健
康
で
！

森
河
至
さ
ん
の
白
寿
祝
射
会

音
楽
姉
妹
都
市
・
長
野
県
中
野
市
か
ら

中
学
生
新
聞
特
派
員
が
来
竹
！

蓮
池
薫
さ
ん
が
語
る

「
夢
と
絆
」

熱
戦
を
制
し
て

玉
来
地
区
が
総
合
優
勝
！

↑大分県・宮崎県における関係６
市町村の位置図
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　なお、登録申請書は７月28日に宮崎県
延岡市で開催された推進協議会の総会で
決まり、登録申請の名称は延岡市の「大
崩」も名称に加えられました。
　今後は、国
内８番めの登
録を目指し
て、９月末ま
でに国がユネ
スコ（国連教
育科学文化機
関）へ申請書
を提出しま
す。

　
今
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で
第
70
回
を
迎
え
る
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」
を
記
念
し

て
、
こ
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か
ら
も
世
代
を
超
え
て
広

く
顕
彰
し
て
い
こ
う
と
、「
初
め
て

　
８
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17
日
、
市
内
高
齢
者
福
祉

施
設
に
新
鮮
な
ト
マ
ト
を
寄
贈
す

る
「
第
37
回
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マ
ト
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の
定
期
便
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が
行
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ま
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た
。Ｊ
Ａ
や
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職
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、
民
生
児
童
委
員
ら
が
市
内
７
施

設
に
向
け
て
出
発
。
各
施
設
で
ト
マ
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を
受
け
取
っ
た
高
齢
者
の
み
な
さ

ん
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。

↑思わずこぶしを高く突き上げる！

↑久住で撮影された写真も魅
力！写真集「THE RISING OF 
DRUMTAO」が発売中！

↑マインクラフトで「オリ
ンピックの五輪マーク」
を時間内に完成させた児
童も！子どもたちの可能
性は無限大！

↑ICTを楽しみながら学ぶ環境づくり

↑練習の成果を発揮するソフトテニス

↑投礼射で見事的中させた森河さん

　
８
月
７
日
、「
第
12
回
市
民
球
技
大

会
」
が
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
ほ
か
、

市
内
会
場
で
開
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ま
し
た
。

　
全
15
地
区
・
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種
目
の
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技
に
、
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名
が
参
加
。
猛
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に
も
関
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ず
、
は
つ
ら
つ
と
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た
プ
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を
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り
広
げ
、
総
合
優
勝
に
は
玉
来
地
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が

輝
き
ま
し
た
。
主
な
結
果
は
次
の
と
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で
す
。

【
総
合
順
位
】
１
位
・
玉
来
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、
２

位
・
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３
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、
８
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に
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の
高
学
年
の
児
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６
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が
無
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ま
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た
。
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、
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場
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に
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の
は
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イ
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。

　
８
月
11
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Ｃ
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）
が
竹

田
分
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
弓
道
連
盟
竹
田
支
部
（
加
藤
正

義
会
長
）
は
こ
の
度
、
大
正
６
年
生

の
廉
太
郎
講
座
」
の

第
１
回
目
が
７
月
24

日
、
御
客
屋
敷
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
廉
太
郎
的
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｔ
Ａ 

ぶ
ら
歩
き
」。

市
内
外
か
ら
約
40
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
北
九
州
市

立
自
然
史
・
歴
史
博

物
館
の
学
芸
員
、
中

西
義
昌
氏
は
座
学
で

講
義
を
し
た
あ
と
、

城
下
町
を
ぶ
ら
歩
き

し
な
が
ら
、
当
時
の

様
子
を
解
説
し
ま
し
た
。
参
加
者
た

ち
は
、
竹
田
で
幼
少
時
を
過
ご
し
た

廉
太
郎
少
年
像
に
思
い
を
馳
せ
て

い
ま
し
た
。

　
音
楽
姉
妹
都
市
は
、
昭
和
42
年

に
長
野
県
中
野
市
、
宮
城
県
仙
台

市
、
大
分
県
竹
田
市
３
市
の
間
で
結

ん
で
お
り
、
来
年
１
月
で「
50
周
年
」

を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
本
年
の
８
月
５

日
か
ら
３
日
間
、
中
野
市
か
ら
３
年

ぶ
り
に
中
学
生
学
校
新
聞
特
派
員

の
中
野
市
立
髙
社
中
学
校
の
生
徒

会
長
大
川
陸
さ
ん
（
３
年
）、
副
会

長
の
赤
星
光
誓
さ
ん
（
３
年
）、
同

じ
く
副
会
長
の
佐
藤
悠
里
さ
ん
（
３

年
）の
３
名
が
本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
６
日
、
中
野
市
の
生
徒
は
市
内
の

竹
田
中
学
校
を
訪
問
。
交
流
会
及

び
平
和
学
習
会
に
参
加
し
、
戦
争
や

世
界
平
和
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
瀧
廉
太

郎
記
念
館
や
岡
城
跡
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
っ

て
続
く
交
流
は
、

新
た
な
「
友
情
」

や
「
縁
」
が
生
ま

れ
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

祖母・傾・大崩　ユネスコエコパーク

ユネスコへ推薦決定！

　
８
月
９
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、

山
口
県
の
中
山
湖
特
設
カ
ヌ
ー
競

技
場
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
高
校

総
体
カ
ヌ
ー
競
技
大
会
〔
男
子
２
０

０
㍍
・
Ｋ-

４
の
部
〕」
に
お
い
て
、

大
分
舞
鶴
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
部
が

出
場
し
、
見
事
準
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
出
場
し
た
大
分
舞
鶴
高
３
年
の

中
村
仙
汰
主
将
（
都
野
中
学
校
出

身
）
は
「
チ
ー
ム
の
力
を
合
わ
せ
て

上
位
入
賞
で
き
ま
し
た
。
応
援
に
感

謝
し
て
い
ま
す
！
」
と
喜
び
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　８月16日、「第12回人権を守る市民の集
い」が久住公民館くじゅうサンホールで開
催されました。
　講師は1978年に拉致され、北朝鮮で24年
間の生活を余儀なくされた経験を持つ蓮池
薫さん（新潟産業大学経済学部准教授）で、
「夢と絆」をテーマに「拉致問題の現況」
等を語っていただきました。
　会場で聞き入った約600人の参加者は、あ
らためて「人権問題」を考える貴重な機会と
なりました。

　
使
用
す
る
ソ
フ
ト
は
、
建
造
物
な

ど
自
由
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

づ
く
り
ゲ
ー
ム
「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ

ト
」。
こ
の
日
初
め
て
操
作
す
る
児

童
は
、
最
初
は
と
ま
ど
い
な
が
ら

も
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
取
り
組
み
、
次

第
に
操
作
に
慣
れ
、
夢
中
に
な
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
運
営
を
す
る
久
住
町
の
阿
南
英

治
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
に
気
軽
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
ふ
れ
て
も
ら
い
、
感
性
が

養
わ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

う
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ま
れ
の
錬
士
五
段
・
森
河
至
さ
ん

（
99
歳
・
飛
田
川
田
原
）
の
白
寿
祝

射
会
を
飛
田
川
弓
道
場
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
森
河
さ
ん
は
農
協
の
獣
医
と
し

て
勤
務
。
弓
道
は
退
職
後
の
65
歳
か

ら
始
め
、
現
在
も
毎
朝
道
場
に
通

い
、
弓
道
仲
間
と
練
習
に
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。

　「
歳
を
重
ね
て
も
こ
れ
ま
で
元
気

な
の
は
弓
道
の
お
蔭
。
健
康
の
維
持

に
適
し
て
い
ま
す
ね
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

も
り   

か
わ 

い
た
る

→
大
分
舞
鶴
高
カ
ヌ
ー
部
（
中
村
主
将
は
前
列
左
）

↑体育館で行われた平和学習・グループワーク

↑岡城跡の瀧廉太郎像前にて

↑おいしそうに実ったトマトを手に
して喜ぶ高齢者のみなさん

気
軽
に

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」を
楽
し
ん
で

そ　ぼ かたむきおおくえ

な
か
む
ら
せ
ん  

た

は
す  

い
け
か
お
る

2016年9月発行9
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↑服づくりは「お客様の喜ぶ顔がみたい
から」と話す末岡さん

　
今
年
４
月
に
着
任
し
た
、
４
期
生
の

末
岡
美
穂
さ
ん
（
40
歳
）。
別
府
市
出

身
で
、
６
月
に
旧
直
入
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
鶴
丸
メ
ソ
ッ

ド
　
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
と

い
う
施
設
で
、
施
設
を
運
営
す
る
鶴
丸

礼
子
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
現
在
は
、
そ
こ
で
作
ら
れ

た
洋
服
の
写
真
集
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
の
準
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

　
こ
の
仕
事
を
任
さ
れ
た
の
は
、
末
岡

さ
ん
自
身
も
学
生
時
代
か
ら
洋
服
作
り

を
し
て
い
た
か
ら
で
す
（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
時
に
着
て
い
た
服
も
手
作
り
の

も
の
で
し
た
）。
帽
子
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
、

ス
カ
ー
ト
、
ド
レ
ス
等
、
洋
服
で
あ
れ

ば
何
で
も
作
る
こ
と
が
可
能
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
っ
た
の

は
、
地
元
で
あ
る
大
分
県
に
帰
っ
て
、

洋
服
作
り
に
専
念
し
た
い
と
い
う
理
由

で
し
た
。

　「
大
分
県
内
の
移
住
先
を
探
す
中
で

協
力
隊
を
紹
介
さ
れ
、
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
竹
田
市
を
選
ん

だ
理
由
は
、
人
の
温
か
さ
、
環
境

の
豊
か
さ
、
協
力
隊
や
作
家
を
多

く
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
今
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

に
か
け
ら
れ
る
時
間
が
多
い
の

で
、
本
当
に
充
実
し
て
い
ま
す
」

　
近
い
う
ち
に
洋
服
作
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
地

域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
り
た
い
そ
う

で
す
し
、
洋
服
作
り
の
楽
し
さ
を
広
め

て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。
任
期
終
了
後

に
向
け
て
も
、「
３
年
間
と
い
う
任
期

の
中
で
、
既
に
立
ち
上
げ
て
あ
る
自
分

の
ブ
ラ
ン
ド
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
。
竹
田
で
し
か
作
る
こ
と
の
で
き

な
い
洋
服
を
確
立
し
、
地
方
か
ら
都
会

へ
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　「
世
界
に
一
着
し
か
な
い
服
を
着
た

い
」「
自
分
で
仕
立
て
た
服
を
着
た

い
」。
そ
ん
な
願
望
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ

末
岡
さ
ん
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

〔取材・文〕

宮﨑　透
Toru Miyazaki

欲
し
い
と
思
う「
服
」を
作
る
理
由

　  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
末
岡
美
穂
さ
ん
に
聞
く

大分市出身。25歳。京都の大学を卒業
後、2014年４月から竹田市「地域おこ
し協力隊」を務め、城下町交流館「集」
に勤務。「たけた協力隊新聞」編集長
としても活躍。また昨年６月に市内の
竹田を拠点に活動している作家たちの
作品を商品として取り扱う土産店
「michi」を向町にオープンさせ、活動
の幅を広げている。

　
彼
は
、
人
は
理
想
や
熱
情
や
希
望
を

も
っ
て
い
れ
ば
、
何
歳
に
な
っ
て
も
輝
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。

　
高
齢
者
が
必
要
と
さ
れ
、
大
切
に
さ

れ
、
そ
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
は
、
誰

も
が
「
老
い
る
」
こ
と
な
く
生
き
生
き
と

豊
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
現
実
は
日
々
、
高
齢
者

が
虐
待
を
受
け
た
り
、
詐
欺
に
あ
う
等
の

事
件
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
を
と
っ
て
も
い
き
い
き
と
輝
き
続
け

る
た
め
に
は
、
社
会
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
敬
老
の
日
の
趣
旨
を
思
い
返
し
な
が

ら
、
私
た
ち
は
ど
ん
な
未
来
を
望
む
の

か
、
今
い
ち
ど
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課 

☎
63-

４
８
１
７

　
９
月
19
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。
敬

老
の
日
は
、「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ

く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝

う
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
日
々
歳
を
取
っ
て
い
ま
す

が
、
歳
を
重
ね
る
こ
と
を
あ
な
た
は
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
か
？

　
歳
を
重
ね
る
こ
と
を
「
老
い
る
」
と
い

う
こ
と
だ
と
思
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
何
か
を

失
っ
て
い
く

こ
と
だ
と

思
っ
て
は
い

な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
と
い
う
詩
人
が

「
青
春
と
は
」
と
い
う
詩
の
中
に
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。

青
春
と
は

　真
の

　青
春
と
は

若
き

　肉
体
の
な
か
に

　あ
る
の
で
は

な
く

若
き

　精
神
の
な
か
に
こ
そ

　あ
る

歳
を
重
ね
た
だ
け
で

　人
は
老
い
な
い

夢
を
失
っ
た
と
き

　は
じ
め
て
老
い
る

あ
な
た
の
心
の
ア
ン
テ
ナ
が

今
日
も
青
空
高
く
そ
び
え
立
ち

い
の
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
信
し
つ
づ
け
る
か
ぎ
り

た
と
え
80
歳
で
あ
っ
た
と
し
て
も

あ
な
た
は
つ
ね
に

　青
春

（「
青
春
と
は
」
原
作
詩
／
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン

　
　
　
　
　
　
自
由
訳
／
新
井
　
満
　
一
部
抜
粋
）

真
の
青
春
と
は

　
竹
田
市
国
際
交
流
員
の
レ
ー

ナ
ー
・
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
さ
ん
は
現
在
、

国
際
観
光
案
内
所
に
在
籍
し
て
い

ま
す
。
そ
の
傍
ら
で
、
ド
イ
ツ
語
教

室
を
開
い
た
り
、
市
報
に
コ
ラ
ム
を

掲
載
す
る
な
ど
、
幅
広
く
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
趣
味
の
マ
ン
ガ
創
作
を
生

か
し
て
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
大
分
県

主
催
「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
！

ち
ゃ
ん
ね
る
」
漫
画
コ
ン
テ
ス
ト
に

出
品
し
、
見
事
最
優
秀
賞
の
「
諌
山

創
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
が
契
機
と
な
り
、
マ
ン

ガ
で
「
竹
田
の
魅
力
」
を
世
界
に
広

く
紹
介
し
よ
う
と
、
４
コ
マ
マ
ン
ガ

を
掲
載
す
る
ブ
ロ
グ
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
さ
ん
は
「
竹

田
の
皆
さ
ん
！
市
外
の
方
の
意
見
を

聞
き
た
い
と
思
っ
た
こ
と
あ
り
ま
せ

ん
か
？
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
自
然

の
美
し
さ
等
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
８
月
か
ら

〝
竹
田
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の
視

点
で
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
ブ
ロ
グ
〞
を

始
め
ま
し
た
。
市
外
の
知
り
合
い
や

外
国
人
の
方
に
も
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。
竹
田
の
魅
力
を
世
界
に
伝
え

ま
し
ょ
う
！
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

更
新
は
週
に
１
回
と
の
こ
と
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔taketa4kom
a

〕

https://taketa4kom
a.w
ordpress.

com

国際交流員・ヴァネッサさんが

竹田の魅力を「マンガ」でPR開始！

９／４
㊐  

午
前
９
時

■
平
成
28
年
度
　
大
分
豊
肥
地

区
総
合
防
災
訓
練

日
時
　
９
月
４
日
㈰
　
午
前
９
時

会
場
　
市
内
全
域
、
市
本
庁
・
本

庁
舎
前
駐
車
場
、
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
前

駐
車
場
、
向
山
田
地
区
、
竹
田
小

学
校
・
運
動
場
及
び
屋
内
運
動
場

訓
練
内
容
　
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
に
よ

る
巨
大
地
震
発
生
の
告
知
、
情
報

伝
達
・
安
否
確
認
、
避
難
所
開

   

大
分
県
・
竹
田
市
・
豊
後
大
野
市
合
同
で

「
総
合
防
災
訓
練
」
を
行
い
ま
す

設
・
運
営
訓
練
、
映
像
伝
送
訓

練
、
応
急
救
護
所
開
設
訓
練
、
モ

バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
、
防
災
講

話
ほ
か

※

市
役
所
本
庁
舎
周
辺
訓
練
会
場
を
観

覧
ご
希
望
の
方
は
、
駐
車
場
不
足
に

よ
る
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
公

共
交
通
機
関
及
び
タ
ク
シ
ー
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務

課
　
☎
63-

４
８
０
０

「大規模地震時医療活動訓練」に

 竹田医師会病院DMATが参加！
　８月６日、南海トラフを想定した「大規模地震時医
療活動訓練」（内閣府主催）が愛知県名古屋市で行わ
れました。全国からDMAT（災害派遣医療チーム）
289隊・約1400名が参加。大分県からは４隊で、竹田
市からは「竹田医師会病院DMAT隊」が参加しました。
　竹田市消防本部と連携し、災害現場に直接医療従
事者を派遣し、早期に医療を施すことができるように
日頃から訓練を重ねている「竹田医師会病院」は、今
回の訓練においても、市民の皆さんの生命を守り助け
る研修を積み重ねることができました。
　今後も市民の
安心・安全のた
めに、更なる技
術向上が期待さ
れます。

↑訓練に参加した「竹田医師会病院DMAT」

竹田市職員採用試験のご案内
竹田市では、次のとおり平成29年度に採用する職員の募集を行います。
【試験職種・職務内容等】

【試験の日時及び試験会場】
　○第１次試験　平成28年10月16日（日）　竹田市役所３階会議室
【申込受付期間等】（全職種）
　○受付期間　平成28年８月４日（木）から平成28年９月７日（水）まで（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　○受付時間　８時30分から17時まで
　○受付場所　〒878-8555　竹田市大字会々1650番地　竹田市役所総務課　職員係
　※郵送による申込書は、９月７日（水）までの消印があるものに限り受け付けます。
●お問い合せ　竹田市役所総務課職員係（本庁舎２階）
　　　　　　　〒878-8555　大分県竹田市大字会々1650番地　☎63-1111（内線216・217）

○昭和54年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の一般行政事務に従事します。
○昭和54年４月２日以降に生まれた人
○学芸員の資格を有する人または平成29年３月31日までに資格取得見込みの人
○大学または大学院において歴史学または考古学を専攻し、卒業若しくは修了した人または平成29年３月31日までに卒業もしくは修了見込みの人
○市の専門（文化財）業務または、一般行政事務に従事します。
○昭和54年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の専門（総合土木）業務に従事します。
○平成元年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。
○平成元年４月２日以降に生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○救急救命士の免許を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。

８名程度

若干名

若干名

若干名

消 防 士

救急救命士

事務職
（身体障がい者を含む）

事務職【学芸員】

総合土木

消 防 職

○受験資格等は、竹田市職員採用試験案内で必ず確認してください。
　受験案内・申込書等は、次の方法で入手できます。
１．全職種とも、竹田市役所総務課（本庁舎２階）及び荻・久住・直入支所地域振興課に用意しています。また、消防職
については、消防本部庶務課にも用意しています。

　　郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、返信用の封筒（Ａ４サイズ “角形２号”）に
宛先、名前をはっきり記入し、120円切手を貼って問い合わせ先（市総務課職員係）へ請求してください。

２．受験案内は、竹田市の公式ホームページ（http://www.city.taketa.oita.jp/）にも掲載しています。試験案内及び申込書
等を印刷して利用できます。

受験できる年齢要件と職務内容等採用予定者数試 験 職 種

す
え
お
か 

み
ほ
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↑服づくりは「お客様の喜ぶ顔がみたい
から」と話す末岡さん

　
今
年
４
月
に
着
任
し
た
、
４
期
生
の

末
岡
美
穂
さ
ん
（
40
歳
）。
別
府
市
出

身
で
、
６
月
に
旧
直
入
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
鶴
丸
メ
ソ
ッ

ド
　
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
と

い
う
施
設
で
、
施
設
を
運
営
す
る
鶴
丸

礼
子
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
現
在
は
、
そ
こ
で
作
ら
れ

た
洋
服
の
写
真
集
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
の
準
備
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

　
こ
の
仕
事
を
任
さ
れ
た
の
は
、
末
岡

さ
ん
自
身
も
学
生
時
代
か
ら
洋
服
作
り

を
し
て
い
た
か
ら
で
す
（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
時
に
着
て
い
た
服
も
手
作
り
の

も
の
で
し
た
）。
帽
子
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
、

ス
カ
ー
ト
、
ド
レ
ス
等
、
洋
服
で
あ
れ

ば
何
で
も
作
る
こ
と
が
可
能
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
っ
た
の

は
、
地
元
で
あ
る
大
分
県
に
帰
っ
て
、

洋
服
作
り
に
専
念
し
た
い
と
い
う
理
由

で
し
た
。

　「
大
分
県
内
の
移
住
先
を
探
す
中
で

協
力
隊
を
紹
介
さ
れ
、
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
竹
田
市
を
選
ん

だ
理
由
は
、
人
の
温
か
さ
、
環
境

の
豊
か
さ
、
協
力
隊
や
作
家
を
多

く
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
今
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

に
か
け
ら
れ
る
時
間
が
多
い
の

で
、
本
当
に
充
実
し
て
い
ま
す
」

　
近
い
う
ち
に
洋
服
作
り
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
地

域
の
方
々
と
の
交
流
を
図
り
た
い
そ
う

で
す
し
、
洋
服
作
り
の
楽
し
さ
を
広
め

て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。
任
期
終
了
後

に
向
け
て
も
、「
３
年
間
と
い
う
任
期

の
中
で
、
既
に
立
ち
上
げ
て
あ
る
自
分

の
ブ
ラ
ン
ド
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
。
竹
田
で
し
か
作
る
こ
と
の
で
き

な
い
洋
服
を
確
立
し
、
地
方
か
ら
都
会

へ
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　「
世
界
に
一
着
し
か
な
い
服
を
着
た

い
」「
自
分
で
仕
立
て
た
服
を
着
た

い
」。
そ
ん
な
願
望
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ

末
岡
さ
ん
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

〔取材・文〕

宮﨑　透
Toru Miyazaki

欲
し
い
と
思
う「
服
」を
作
る
理
由

　  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
末
岡
美
穂
さ
ん
に
聞
く

大分市出身。25歳。京都の大学を卒業
後、2014年４月から竹田市「地域おこ
し協力隊」を務め、城下町交流館「集」
に勤務。「たけた協力隊新聞」編集長
としても活躍。また昨年６月に市内の
竹田を拠点に活動している作家たちの
作品を商品として取り扱う土産店
「michi」を向町にオープンさせ、活動
の幅を広げている。

　
彼
は
、
人
は
理
想
や
熱
情
や
希
望
を

も
っ
て
い
れ
ば
、
何
歳
に
な
っ
て
も
輝
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
す
。

　
高
齢
者
が
必
要
と
さ
れ
、
大
切
に
さ

れ
、
そ
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
社
会
は
、
誰

も
が
「
老
い
る
」
こ
と
な
く
生
き
生
き
と

豊
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
現
実
は
日
々
、
高
齢
者

が
虐
待
を
受
け
た
り
、
詐
欺
に
あ
う
等
の

事
件
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
を
と
っ
て
も
い
き
い
き
と
輝
き
続
け

る
た
め
に
は
、
社
会
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
敬
老
の
日
の
趣
旨
を
思
い
返
し
な
が

ら
、
私
た
ち
は
ど
ん
な
未
来
を
望
む
の

か
、
今
い
ち
ど
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課 

☎
63-

４
８
１
７

　
９
月
19
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。
敬

老
の
日
は
、「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ

く
し
て
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝

う
」
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
日
々
歳
を
取
っ
て
い
ま
す

が
、
歳
を
重
ね
る
こ
と
を
あ
な
た
は
ど
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
ま
す
か
？

　
歳
を
重
ね
る
こ
と
を
「
老
い
る
」
と
い

う
こ
と
だ
と
思
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
何
か
を

失
っ
て
い
く

こ
と
だ
と

思
っ
て
は
い

な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
と
い
う
詩
人
が

「
青
春
と
は
」
と
い
う
詩
の
中
に
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。

青
春
と
は

　真
の

　青
春
と
は

若
き

　肉
体
の
な
か
に

　あ
る
の
で
は

な
く

若
き

　精
神
の
な
か
に
こ
そ

　あ
る

歳
を
重
ね
た
だ
け
で

　人
は
老
い
な
い

夢
を
失
っ
た
と
き

　は
じ
め
て
老
い
る

あ
な
た
の
心
の
ア
ン
テ
ナ
が

今
日
も
青
空
高
く
そ
び
え
立
ち

い
の
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
信
し
つ
づ
け
る
か
ぎ
り

た
と
え
80
歳
で
あ
っ
た
と
し
て
も

あ
な
た
は
つ
ね
に

　青
春

（「
青
春
と
は
」
原
作
詩
／
サ
ム
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン

　
　
　
　
　
　
自
由
訳
／
新
井
　
満
　
一
部
抜
粋
）

真
の
青
春
と
は

　
竹
田
市
国
際
交
流
員
の
レ
ー

ナ
ー
・
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
さ
ん
は
現
在
、

国
際
観
光
案
内
所
に
在
籍
し
て
い

ま
す
。
そ
の
傍
ら
で
、
ド
イ
ツ
語
教

室
を
開
い
た
り
、
市
報
に
コ
ラ
ム
を

掲
載
す
る
な
ど
、
幅
広
く
活
動
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
趣
味
の
マ
ン
ガ
創
作
を
生

か
し
て
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
大
分
県

主
催
「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い
た
！

ち
ゃ
ん
ね
る
」
漫
画
コ
ン
テ
ス
ト
に

出
品
し
、
見
事
最
優
秀
賞
の
「
諌
山

創
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
受
賞
が
契
機
と
な
り
、
マ
ン

ガ
で
「
竹
田
の
魅
力
」
を
世
界
に
広

く
紹
介
し
よ
う
と
、
４
コ
マ
マ
ン
ガ

を
掲
載
す
る
ブ
ロ
グ
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
さ
ん
は
「
竹

田
の
皆
さ
ん
！
市
外
の
方
の
意
見
を

聞
き
た
い
と
思
っ
た
こ
と
あ
り
ま
せ

ん
か
？
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
自
然

の
美
し
さ
等
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
８
月
か
ら

〝
竹
田
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の
視

点
で
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
ブ
ロ
グ
〞
を

始
め
ま
し
た
。
市
外
の
知
り
合
い
や

外
国
人
の
方
に
も
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。
竹
田
の
魅
力
を
世
界
に
伝
え

ま
し
ょ
う
！
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

更
新
は
週
に
１
回
と
の
こ
と
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔taketa4kom
a

〕

https://taketa4kom
a.w
ordpress.

com

国際交流員・ヴァネッサさんが

竹田の魅力を「マンガ」でPR開始！

９／４
㊐  

午
前
９
時

■
平
成
28
年
度
　
大
分
豊
肥
地

区
総
合
防
災
訓
練

日
時
　
９
月
４
日
㈰
　
午
前
９
時

会
場
　
市
内
全
域
、
市
本
庁
・
本

庁
舎
前
駐
車
場
、
竹
田
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
前

駐
車
場
、
向
山
田
地
区
、
竹
田
小

学
校
・
運
動
場
及
び
屋
内
運
動
場

訓
練
内
容
　
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
に
よ

る
巨
大
地
震
発
生
の
告
知
、
情
報

伝
達
・
安
否
確
認
、
避
難
所
開

   

大
分
県
・
竹
田
市
・
豊
後
大
野
市
合
同
で

「
総
合
防
災
訓
練
」
を
行
い
ま
す

設
・
運
営
訓
練
、
映
像
伝
送
訓

練
、
応
急
救
護
所
開
設
訓
練
、
モ

バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
、
防
災
講

話
ほ
か

※

市
役
所
本
庁
舎
周
辺
訓
練
会
場
を
観

覧
ご
希
望
の
方
は
、
駐
車
場
不
足
に

よ
る
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
公

共
交
通
機
関
及
び
タ
ク
シ
ー
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
　
竹
田
市
総
務

課
　
☎
63-

４
８
０
０

「大規模地震時医療活動訓練」に

 竹田医師会病院DMATが参加！
　８月６日、南海トラフを想定した「大規模地震時医
療活動訓練」（内閣府主催）が愛知県名古屋市で行わ
れました。全国からDMAT（災害派遣医療チーム）
289隊・約1400名が参加。大分県からは４隊で、竹田
市からは「竹田医師会病院DMAT隊」が参加しました。
　竹田市消防本部と連携し、災害現場に直接医療従
事者を派遣し、早期に医療を施すことができるように
日頃から訓練を重ねている「竹田医師会病院」は、今
回の訓練においても、市民の皆さんの生命を守り助け
る研修を積み重ねることができました。
　今後も市民の
安心・安全のた
めに、更なる技
術向上が期待さ
れます。

↑訓練に参加した「竹田医師会病院DMAT」

竹田市職員採用試験のご案内
竹田市では、次のとおり平成29年度に採用する職員の募集を行います。
【試験職種・職務内容等】

【試験の日時及び試験会場】
　○第１次試験　平成28年10月16日（日）　竹田市役所３階会議室
【申込受付期間等】（全職種）
　○受付期間　平成28年８月４日（木）から平成28年９月７日（水）まで（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　○受付時間　８時30分から17時まで
　○受付場所　〒878-8555　竹田市大字会々1650番地　竹田市役所総務課　職員係
　※郵送による申込書は、９月７日（水）までの消印があるものに限り受け付けます。
●お問い合せ　竹田市役所総務課職員係（本庁舎２階）
　　　　　　　〒878-8555　大分県竹田市大字会々1650番地　☎63-1111（内線216・217）

○昭和54年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の一般行政事務に従事します。
○昭和54年４月２日以降に生まれた人
○学芸員の資格を有する人または平成29年３月31日までに資格取得見込みの人
○大学または大学院において歴史学または考古学を専攻し、卒業若しくは修了した人または平成29年３月31日までに卒業もしくは修了見込みの人
○市の専門（文化財）業務または、一般行政事務に従事します。
○昭和54年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の専門（総合土木）業務に従事します。
○平成元年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。
○平成元年４月２日以降に生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○救急救命士の免許を有する人
○消防署等において、警防、救急等消防業務全般に従事します。

８名程度

若干名

若干名

若干名

消 防 士

救急救命士

事務職
（身体障がい者を含む）

事務職【学芸員】

総合土木

消 防 職

○受験資格等は、竹田市職員採用試験案内で必ず確認してください。
　受験案内・申込書等は、次の方法で入手できます。
１．全職種とも、竹田市役所総務課（本庁舎２階）及び荻・久住・直入支所地域振興課に用意しています。また、消防職
については、消防本部庶務課にも用意しています。

　　郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、返信用の封筒（Ａ４サイズ “角形２号”）に
宛先、名前をはっきり記入し、120円切手を貼って問い合わせ先（市総務課職員係）へ請求してください。

２．受験案内は、竹田市の公式ホームページ（http://www.city.taketa.oita.jp/）にも掲載しています。試験案内及び申込書
等を印刷して利用できます。

受験できる年齢要件と職務内容等採用予定者数試 験 職 種
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2016年（平成28年）

在宅当番医　9月

竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100

2 3

8

1

9 10

15 16 17

22 23

29 30

24

4 5 6 7

11 12 13 14

18 19 20 21

2825 26 27

・竹田温泉「花水月」休館日
・【歴史資料館】「竹田発、当館コレ
クションにみる豊後南画オールス
ター」（～25日まで）
・【水琴館】「工藤敬一写真展」（～
9／4まで）
・第９回竹田市農業委員会総会 
13:30～（竹田市本庁舎３階委員
会室）

・第69回大分県民体育大会【先
行開催】
（おおいたスポーツ公園ほか）

・第69回大分県民体育大会
〔主日程〕９／10㈯～12㈪（ダイ
ハツ九州アリーナほか）
・県病健康教室14:00-16:00（エイ
トピアおおの・豊後大野市）
・竹田市消防団中級幹部訓練会
19:00-21:00（竹田市総合運動公
園 ※雨天時、竹田市消防署２階
屋内訓練場）

・第35回公民館“見ちょくれ”祭り
9:15～開会式（直入公民館）
・【献血】10:00-16:00（竹田市
総合社会福祉センター）

・岡城お月見の会「観月祭」
17:00～（岡城跡・但見屋敷跡）
※ウィーン在住のオペラ歌
手、伊藤晶子とソレイユトリオ
による「月響」公演ほか
※入場無料

・平成28年度第２回猟銃等初
心者講習会
 9:30～受付10:00-17:00（コン
パルホール・大分市）

・第69回大分県民体育大会【先
行開催】（おおいたスポーツ
公園ほか）
・大分豊肥地区総合防災訓練
9:00～（市内全域）
・第10回なおいりスポーツ祭
  9:30～開会式・10:00～競技開
始（直入総合運動公園中央グ
ラウンドＢ＆Ｇ体育館）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・おはなしルーム14:00-14:30（南
部幼稚園）
・人権学習学級
 15:00～テーマ「差別の現実に学ぶ
～恥じることも、かくす必要もな
い～」〔講師〕大石縁氏（大分県人
権問題講師団）（市本庁舎３階会
議室） 問生涯学習課 ☎63-4817

・竹田温泉「花水月」休館日
・竹田市歩こう会【拝田原方面】
本町8:00集合 ※１
・おはなしルーム
 14:00-14:30（竹田幼稚園）

・学ぼう!!いじめの方程式　13:00-16:00
（ビーコンプラザ・別府市）
・プレ山城サミット講演会　13:30-15:00〔講
師〕小谷則彰氏（兵庫県朝来市竹田城
課長）問竹田商工会議所 ☎63-3161
・瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コン
クール第70回記念事業・第３回初めて
の瀧廉太郎講座「歌い手の視点からみ
る天才瀧廉太郎！」講師：紀野洋孝氏（声
楽家・東京藝術大学博士課程在学中）
14:00-15:30（但馬屋老舗アラヤサーラ・
本町） 問生涯学習課 ☎63-4817

・「荻の里温泉」休館日
・竹田市歩こう会【七ツ森・彼岸
花】本町8:00集合 ※１
・豊肥家畜市場〔成牛市場〕
9:30セリ開始（豊後豊肥家畜
市場）
・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・郷土の自然に親しみ植物を観
察する会【秋の阿蘇北外輪山
の草原】市役所前8:00集合
※２

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・おんせん市場定休日
・【水琴館】「大分県市町村職員年金者連盟
竹田支部 第５回趣味展」（～10／１まで）
・年金相談[完全予約制]10:00-15:00（竹
田市高齢者いきいき交流センター）
・大分県行政書士会無料相談会13:00-16:00
（大分県行政書士会〔大分市〕
・こころの健康相談　13:30-15:30（久住保
健センター）※要予約〔相談日の前日ま
で〕 ☎63-3346

・「荻の里温泉」休館日
・こころの健康相談
13:30-15:30（竹田市直入支所）
 ※要予約〔相談日の前日まで〕☎63-3346

・おはなしのへや
  10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）

・【水琴館】第25回おし花会「い
ちりん草」展示会
（～9/19まで）
・おはなしのへや
 10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・９・10か月児健康診査（午後）

・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談 13:30-15:30
（竹田市荻支所）※要予約〔相
談日の前日まで〕 ☎63-3346
・３歳児健康診査・妊婦歯科検
診  （午後）

・竹田山城のろしプロジェクト
  （市内各山城）※午前10時頃
開催予定

・竹田温泉「花水月」休館日
・平成28年度竹田市老人クラ
ブ連合会スポーツ大会
  8:30～（竹田市総合運動公園
多目的広場）
・大分県交通事故相談
  ※予約制〔前日午前中まで〕
  10:00-15:00（豊肥振興局）

・【納期限】
  固定資産税３期、国民健康保
険税（６期）、介護保険料・後
期高齢者医療保険料３期

・第69回大分県民体育大会 
〔主日程〕９／10㈯～12㈪（ダ
イハツ九州アリーナほか）
・豊肥家畜市場〔子牛市場〕
 9:30セリ開始（豊後豊肥家畜
市場）

・第69回大分県民体育大会
 〔主日程〕９／10㈯～12㈪（ダ
イハツ九州アリーナほか）

・第27回豊の国ねんりんピック
結団式
  6:30～（竹田市本庁舎前駐車
場）
・【総合健診】
8:00-10:00（久住保健セン
ター）

・おはなしのへや
 10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）
・こころの健康相談
 13:30-15:30（竹田市総合社会
福祉センター）※要予約〔相
談日の前日まで〕 ☎63-3346

竹 田 市 の　 こ よ み 9月たけたん情報

受診の場合は、事前にご連絡
ください。
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伊藤医院 ☎75-2222
柚須医院 ☎63-2016
大久保病院 ☎64-7777
竹田医師会病院 ☎63-3241
道全内科 ☎63-2270
志賀内科 ☎63-2083
佐藤医院 ☎68-2005
くどう循環器科・内科 ☎63-2304
竹田クリニック ☎64-9000
竹田医師会病院 ☎63-3241
大久保病院 ☎64-7777
道全内科 ☎63-2270
加藤内科医院 ☎63-2006
志賀内科 ☎63-2083
竹田診療所 ☎62-4014
柚須医院 ☎63-2016
大久保病院 ☎64-7777
竹田医師会病院 ☎63-3241
大久保病院 ☎64-7777
秦医院 ☎63-2246
志賀内科 ☎63-2083
竹田医師会病院 ☎63-3241
加藤病院 ☎63-2338
大久保病院 ☎64-7777
竹田医師会病院 ☎63-3241
道全内科 ☎63-2270
志賀内科 ☎63-2083
道全内科 ☎63-2270
伊藤医院 ☎75-2222
安西皮膚科 ☎63-3232

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日
16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

9月21日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 10：00～

12：00
荻公民館　幼児室

久住
直入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

「保育のしごと就職フェア」
豊肥地区　日時　10月12日㈬
　　　　　　　　13:00～15:00
　　　　　会場　ホテル豊洋（豊後大野市）
県内全域　日時　11月27日㈰ 
　　　　　　　　13:30～15:30
　　　　　会場　大分県介護研修センター
　　　　　　　　（大分市明野東）
　　　　　　　　※託児あり、要予約
問大分県保育士・保育所支援センター
　☎097-551-5513

障がい者就職面接会
日時　９月27日㈫
　　　10:00～12:00
　　　13:30～15:30
場所　レンブラントホテル大分
　　　（旧大分東洋ホテル・大分市）
※参加を希望される障がい者の
方や事業主の方はハローワーク
豊後大野（☎0974-22-8609）ま
でお問い合わせください。

全国一斉「高齢者と障害者の
人権あんしん相談」強化週間

（～９／11まで）
〔平    日〕8:30-19:00
〔土・日〕10:00-17:00
☎0570-003-110（全国ナビダイヤル）

◆2016年10月上旬の主な予定
 １日㈯ ・岡城跡石垣清掃活動 8:00-10:00（大手門周辺）
  ・第13回久住文化協会発表会 10:00 ～ 〔作品展示等〕13:00 ～〔舞台発表等〕
　　　　　　　（久住公民館くじゅうサンホール、機能回復訓練室ほか） 問☎76-0717
 ２日㈰ ・【総合健診】 8:00-10:00（竹田市総合社会福祉センター）
  ・全国一斉！法務局休日相談所 10:00-16:00 ※予約制、相談無料（大分県地方 

法務局竹田支局）　問☎62-2315
 ４日㈫ ・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田市直入支所） ※要予約 ☎63-3346
 ８日㈯ ・学校法人稲葉学園竹田南高等学校　学校創立100周年記念式典
     10:00 ～（竹田南高校体育館）
 ９日㈰ ・第59回荻地域体育祭 9:00 ～

　大分県では、広告物設置に対する意識啓発を図るため、期間中、
違反広告物の是正指導や簡易除却を行います。
　良好な景観の形成と広告物による事故防止のため、広告物の適正な表示にご協力願います。
　なお、屋外広告物に関するご相談は次の窓口までお願いします。
●お問い合せ　大分県竹田土木事務所　建設・保全課　☎0974-63-2104

秋分の日敬老の日

月
間
・
そ
の
他

○発達障害福祉月間　○健康増進普及月間
○障害者雇用支援月間    ○食生活改善普及運動
○オゾン層保護対策推進月間
○防災週間　８／30㈫～９／５㈪　
○自殺予防週間　９／10㈯～16㈮
○動物愛護週間　９／20㈫～26㈪
○秋の全国交通安全運動　９／21㈬～30㈮
○世界アルツハイマーデー　９／21㈬
　世界アルツハイマー月間
○夏の省エネキャンペーン
　６／１㈬～９／30㈮

竹田
・９月２日・16日㈮　13:30～
15:30（古町商栄会）

荻
・９月13日・27日㈫　13:00～
15:00（暮らしのサポートセ
ンター・荻「しらみず」）

久住
・９月13日㈫・29日㈭　13:00
～15:00（暮らしのサポートセ
ンター・久住「りんどう」）
直入
・９月９日・23日㈮　13:00～
15:00（暮らしのサポートセ
ンター・直入「ゆのはな」）
竹田北部「双城」
・９月１日・８日㈭　13:00～
15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・９月６日㈫　13:00～15:00
（入田分館）
・９月28日㈬　13:00～15:00
（宮砥分館）
・９月13日㈫　13:00～15:00
（嫗岳分館）

今月のよりそいカフェ

９月１日㈭から10日㈯までは
「屋外広告物適正化旬間」です
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2016年（平成28年）

在宅当番医　9月

竹 田 市 の　 こ よ み

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

※ 1　竹田市歩こう会　☎ 62-2501（山本）
※ 2　竹田創生館　☎ 62-4100
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1

9 10
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4 5 6 7
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・竹田温泉「花水月」休館日
・【歴史資料館】「竹田発、当館コレ
クションにみる豊後南画オールス
ター」（～25日まで）
・【水琴館】「工藤敬一写真展」（～
9／4まで）
・第９回竹田市農業委員会総会 
13:30～（竹田市本庁舎３階委員
会室）

・第69回大分県民体育大会【先
行開催】
（おおいたスポーツ公園ほか）

・第69回大分県民体育大会
〔主日程〕９／10㈯～12㈪（ダイ
ハツ九州アリーナほか）
・県病健康教室14:00-16:00（エイ
トピアおおの・豊後大野市）
・竹田市消防団中級幹部訓練会
19:00-21:00（竹田市総合運動公
園 ※雨天時、竹田市消防署２階
屋内訓練場）

・第35回公民館“見ちょくれ”祭り
9:15～開会式（直入公民館）
・【献血】10:00-16:00（竹田市
総合社会福祉センター）

・岡城お月見の会「観月祭」
17:00～（岡城跡・但見屋敷跡）
※ウィーン在住のオペラ歌
手、伊藤晶子とソレイユトリオ
による「月響」公演ほか
※入場無料

・平成28年度第２回猟銃等初
心者講習会
 9:30～受付10:00-17:00（コン
パルホール・大分市）

・第69回大分県民体育大会【先
行開催】（おおいたスポーツ
公園ほか）
・大分豊肥地区総合防災訓練
9:00～（市内全域）
・第10回なおいりスポーツ祭
  9:30～開会式・10:00～競技開
始（直入総合運動公園中央グ
ラウンドＢ＆Ｇ体育館）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・おはなしルーム14:00-14:30（南
部幼稚園）
・人権学習学級
 15:00～テーマ「差別の現実に学ぶ
～恥じることも、かくす必要もな
い～」〔講師〕大石縁氏（大分県人
権問題講師団）（市本庁舎３階会
議室） 問生涯学習課 ☎63-4817

・竹田温泉「花水月」休館日
・竹田市歩こう会【拝田原方面】
本町8:00集合 ※１
・おはなしルーム
 14:00-14:30（竹田幼稚園）

・学ぼう!!いじめの方程式　13:00-16:00
（ビーコンプラザ・別府市）
・プレ山城サミット講演会　13:30-15:00〔講
師〕小谷則彰氏（兵庫県朝来市竹田城
課長）問竹田商工会議所 ☎63-3161
・瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コン
クール第70回記念事業・第３回初めて
の瀧廉太郎講座「歌い手の視点からみ
る天才瀧廉太郎！」講師：紀野洋孝氏（声
楽家・東京藝術大学博士課程在学中）
14:00-15:30（但馬屋老舗アラヤサーラ・
本町） 問生涯学習課 ☎63-4817

・「荻の里温泉」休館日
・竹田市歩こう会【七ツ森・彼岸
花】本町8:00集合 ※１
・豊肥家畜市場〔成牛市場〕
9:30セリ開始（豊後豊肥家畜
市場）
・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・郷土の自然に親しみ植物を観
察する会【秋の阿蘇北外輪山
の草原】市役所前8:00集合
※２

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・おんせん市場定休日
・【水琴館】「大分県市町村職員年金者連盟
竹田支部 第５回趣味展」（～10／１まで）
・年金相談[完全予約制]10:00-15:00（竹
田市高齢者いきいき交流センター）
・大分県行政書士会無料相談会13:00-16:00
（大分県行政書士会〔大分市〕
・こころの健康相談　13:30-15:30（久住保
健センター）※要予約〔相談日の前日ま
で〕 ☎63-3346

・「荻の里温泉」休館日
・こころの健康相談
13:30-15:30（竹田市直入支所）
 ※要予約〔相談日の前日まで〕☎63-3346

・おはなしのへや
  10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）

・【水琴館】第25回おし花会「い
ちりん草」展示会
（～9/19まで）
・おはなしのへや
 10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・９・10か月児健康診査（午後）

・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談 13:30-15:30
（竹田市荻支所）※要予約〔相
談日の前日まで〕 ☎63-3346
・３歳児健康診査・妊婦歯科検
診  （午後）

・竹田山城のろしプロジェクト
  （市内各山城）※午前10時頃
開催予定

・竹田温泉「花水月」休館日
・平成28年度竹田市老人クラ
ブ連合会スポーツ大会
  8:30～（竹田市総合運動公園
多目的広場）
・大分県交通事故相談
  ※予約制〔前日午前中まで〕
  10:00-15:00（豊肥振興局）

・【納期限】
  固定資産税３期、国民健康保
険税（６期）、介護保険料・後
期高齢者医療保険料３期

・第69回大分県民体育大会 
〔主日程〕９／10㈯～12㈪（ダ
イハツ九州アリーナほか）
・豊肥家畜市場〔子牛市場〕
 9:30セリ開始（豊後豊肥家畜
市場）

・第69回大分県民体育大会
 〔主日程〕９／10㈯～12㈪（ダ
イハツ九州アリーナほか）

・第27回豊の国ねんりんピック
結団式
  6:30～（竹田市本庁舎前駐車
場）
・【総合健診】
8:00-10:00（久住保健セン
ター）

・おはなしのへや
 10:30-11:00（竹田市立図書館
えほんのへや）
・こころの健康相談
 13:30-15:30（竹田市総合社会
福祉センター）※要予約〔相
談日の前日まで〕 ☎63-3346

竹 田 市 の　 こ よ み 9月たけたん情報

受診の場合は、事前にご連絡
ください。
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２
３
１
５

伊藤医院 ☎75-2222
柚須医院 ☎63-2016
大久保病院 ☎64-7777
竹田医師会病院 ☎63-3241
道全内科 ☎63-2270
志賀内科 ☎63-2083
佐藤医院 ☎68-2005
くどう循環器科・内科 ☎63-2304
竹田クリニック ☎64-9000
竹田医師会病院 ☎63-3241
大久保病院 ☎64-7777
道全内科 ☎63-2270
加藤内科医院 ☎63-2006
志賀内科 ☎63-2083
竹田診療所 ☎62-4014
柚須医院 ☎63-2016
大久保病院 ☎64-7777
竹田医師会病院 ☎63-3241
大久保病院 ☎64-7777
秦医院 ☎63-2246
志賀内科 ☎63-2083
竹田医師会病院 ☎63-3241
加藤病院 ☎63-2338
大久保病院 ☎64-7777
竹田医師会病院 ☎63-3241
道全内科 ☎63-2270
志賀内科 ☎63-2083
道全内科 ☎63-2270
伊藤医院 ☎75-2222
安西皮膚科 ☎63-3232

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日
16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

行政なんでも相談所 
地　域 相談日 時　間 開　催　場　所
竹田

9月21日㈬

竹田市総合社会福祉センター　相談室 
荻 10：00～

12：00
荻公民館　幼児室

久住
直入

久住公民館　健康相談室
直入支所　小会議室

　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　〝困ったら一人で悩まず行政相談!〞

「保育のしごと就職フェア」
豊肥地区　日時　10月12日㈬
　　　　　　　　13:00～15:00
　　　　　会場　ホテル豊洋（豊後大野市）
県内全域　日時　11月27日㈰ 
　　　　　　　　13:30～15:30
　　　　　会場　大分県介護研修センター
　　　　　　　　（大分市明野東）
　　　　　　　　※託児あり、要予約
問大分県保育士・保育所支援センター
　☎097-551-5513

障がい者就職面接会
日時　９月27日㈫
　　　10:00～12:00
　　　13:30～15:30
場所　レンブラントホテル大分
　　　（旧大分東洋ホテル・大分市）
※参加を希望される障がい者の
方や事業主の方はハローワーク
豊後大野（☎0974-22-8609）ま
でお問い合わせください。

全国一斉「高齢者と障害者の
人権あんしん相談」強化週間

（～９／11まで）
〔平    日〕8:30-19:00
〔土・日〕10:00-17:00
☎0570-003-110（全国ナビダイヤル）

◆2016年10月上旬の主な予定
 １日㈯ ・岡城跡石垣清掃活動 8:00-10:00（大手門周辺）
  ・第13回久住文化協会発表会 10:00 ～ 〔作品展示等〕13:00 ～〔舞台発表等〕
　　　　　　　（久住公民館くじゅうサンホール、機能回復訓練室ほか） 問☎76-0717
 ２日㈰ ・【総合健診】 8:00-10:00（竹田市総合社会福祉センター）
  ・全国一斉！法務局休日相談所 10:00-16:00 ※予約制、相談無料（大分県地方 

法務局竹田支局）　問☎62-2315
 ４日㈫ ・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田市直入支所） ※要予約 ☎63-3346
 ８日㈯ ・学校法人稲葉学園竹田南高等学校　学校創立100周年記念式典
     10:00 ～（竹田南高校体育館）
 ９日㈰ ・第59回荻地域体育祭 9:00 ～

　大分県では、広告物設置に対する意識啓発を図るため、期間中、
違反広告物の是正指導や簡易除却を行います。
　良好な景観の形成と広告物による事故防止のため、広告物の適正な表示にご協力願います。
　なお、屋外広告物に関するご相談は次の窓口までお願いします。
●お問い合せ　大分県竹田土木事務所　建設・保全課　☎0974-63-2104

秋分の日敬老の日

月
間
・
そ
の
他

○発達障害福祉月間　○健康増進普及月間
○障害者雇用支援月間    ○食生活改善普及運動
○オゾン層保護対策推進月間
○防災週間　８／30㈫～９／５㈪　
○自殺予防週間　９／10㈯～16㈮
○動物愛護週間　９／20㈫～26㈪
○秋の全国交通安全運動　９／21㈬～30㈮
○世界アルツハイマーデー　９／21㈬
　世界アルツハイマー月間
○夏の省エネキャンペーン
　６／１㈬～９／30㈮

竹田
・９月２日・16日㈮　13:30～
15:30（古町商栄会）

荻
・９月13日・27日㈫　13:00～
15:00（暮らしのサポートセ
ンター・荻「しらみず」）

久住
・９月13日㈫・29日㈭　13:00
～15:00（暮らしのサポートセ
ンター・久住「りんどう」）
直入
・９月９日・23日㈮　13:00～
15:00（暮らしのサポートセ
ンター・直入「ゆのはな」）
竹田北部「双城」
・９月１日・８日㈭　13:00～
15:00（出あいの湯）

竹田南部「あけぼの」
・９月６日㈫　13:00～15:00
（入田分館）
・９月28日㈬　13:00～15:00
（宮砥分館）
・９月13日㈫　13:00～15:00
（嫗岳分館）

今月のよりそいカフェ

９月１日㈭から10日㈯までは
「屋外広告物適正化旬間」です
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ま
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第26回

地域医療・小児医療の視点から

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

９／３㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

９／４㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

９／10㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

９／11㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

９／17㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

９／18㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
９／19㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
９／22㈭ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

９／24㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

９／25㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

10／１㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

10／２㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は9：00 ～ 11：30）
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは8：30 ～ 12：00）
　※�土曜日については、上記以外にも診療を行っているところ
があります。

受診時の注意　当番医は、やむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番医または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお
電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの
場合は、あらかじめ用意されて約束処方となることがあります
ので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号
9/ 4㈰ 久住加藤医院　歯科診療部�〔久住〕 0974-76-0008
9/11㈰ 歯科筑紫医院�〔久住〕 0974-76-0024
9/18㈰ 竹田市荻歯科診療所�〔荻〕 0974-68-3263�
9/19㈪ ふじさわ歯科医院�〔竹田〕 0974-64-1118
9/22㈭ 長湯ごとう歯科�〔直入〕 0974-75-3001�
9/25㈰ 竹下歯科医院�〔竹田〕 0974-62-2662�

　※診療時間９：00～ 12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-543-3151
　　　　　　　　　　http:www.oita-dental-a.or.jp/

　４月から竹田医師会病院・大久保病院が二次救急医療を開始
するにあたり、休日及び夜間の在宅当番医が、市内医療機関の
当番制に変更となりました。
　当番医については本号「竹田市のこよみ」（P12）の中に掲載、
またはケーブルテレビのデータ放送の「暮らしの情報」・「休日
夜間当番医」にて週間の当番医をご確認ください。
　竹田市消防署（☎ 63-0119）でもお知らせしていますので、
ご確認のうえ必ず事前に電話連絡し受診してください。
　受付時間　平日夜間　18：00～ 21：00　土曜日　13：00～ 21：00
　　　　　　日曜、祝日　8：30～ 21：00
　＊�原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来
休日当番病院を受診してください。

　注意事項
　・�かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診ても
らうようお願いします。

　・�当番医は、やむを得ず変更される場合があります、必ず事
前に症状などを電話で連絡した上で受診してください。

　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

休日及び夜間の在宅当番医院
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う
１
問
。「
朝
ご
は
ん
を
食
べ

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
ど
う
な

る
？
」。
答
え
は
3
つ
。
①
痩
せ
る
。

②
太
る
。
③
お
金
が
貯
ま
る
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
答
え
は
②

の
「
太
る
」
で
す
。
朝
ご
は
ん
を
食

べ
な
い
と
、
食
べ
た
と
き
に
急
激
に

血
糖
値
が
あ
が
る
の
で
、
糖
尿
病
に

な
る
危
険
も
高
ま
り
ま
す
。
結
局
、

お
金
も
か
か
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
か
つ
て
成
人
病

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
そ
の
問
題
は
大
き
く
な

り
、
生
活
習
慣
病
予
防
が
叫
ば
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
2
問
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
成
人
に
な
っ
て
か

ら
生
活
習
慣
病
予
防
に
取
り
組
ん

で
も
、
す
で
に
太
る
運
命
は
子
ど
も

の
頃
に
決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

ま
た
、
夜
型
の
生
活
と
な
っ
た
大

人
に
付
き
合
い
、
夜
更
か
し
を
し
て

い
る
子
ど
も
達
は
、
自
分
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
う
ち
に
、
生
活
習

慣
病
へ
と
進
む
運
命
が
決
め
ら
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

文
部
科
学
省
も
、
学
校
健
診
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
し
て
、
児
童
・
生

徒
の
肥
満
度
を
計
算
し
て
、
生
活
指

導
を
す
る
、
も
し
く
は
医
療
機
関
へ

の
受
診
を
勧
奨
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　

過
疎
化
が
進
む
地
域
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
子
ど
も
達
を
健
康
に
育

て
て
い
く
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気

な
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
竹
田
市

で
あ
る
た
め
に
！

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・

小
児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

休日当番医情報
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aketa  Information

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

臨
時
休
館　

９
／
26
～
９
／
30

入
館
料　

高
校
生
以
上
２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
学
生
１
０
０
円

⃝

南
画
展
示
室
企
画
展

「
竹
田
発
、
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

み
る
豊
後
南
画
オ
ー
ル
ス
タ
ー
」

　

９
月
25
日
㈰
ま
で

　

地
震
被
害
の
復
旧
作
業
を
終
え
、

７
月
30
日
に
歴
史
資
料
館
は
再
開
し

ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
８
月
か
ら
開
催
し
て
い
る

豊
後
南
画
の
企
画
展
で
す
が
、
９
月

に
展
示
替
え
を
行
い
、
当
館
が
所
蔵

す
る
竹
田
市
出
身
の
豊
後
南
画
家
た

ち
の
「
秋
」
の
名
作
を
展
示
し
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

※�

展
示
予
定
が
無
い
場
合
は
臨
時
休

館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
館
料　

無　

料

⃝

工
藤
敬
一
写
真
展

　

８
月
24
日
㈬
～
９
月
４
日
㈰

　

89
歳
に
な
っ
た
「
カ
メ
ラ
の
お
い

ち
ゃ
ん
」こ
と
工
藤
敬
一
さ
ん（
玉
来
）

の
写
真
展
で
す
。

⃝
�

第
25
回
お
し
花
会「
い
ち
り
ん
草
」

展
示
会

　

９
月
６
日
㈫
午
後
～
９
月
19
日
㈪

　

お
し
花
会
「
い
ち
り
ん
草
」
の
会

員
に
よ
る
作
品
展
で
す
。
身
近
に
あ

る
草
花
を
押
し
花
に
し
、
自
然
の
姿

を
額
装
や
生
活
用
品
な
ど
に
作
り
上

げ
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

⃝
�

大
分
県
市
町
村
職
員
年
金
者
連
盟

竹
田
支
部　

第
５
回
趣
味
展

　

９
月
21
日
㈬
午
後
～
10
月
１
日
㈰

　

会
員
の
作
品
（
写
真
・
和
紙
人

形
・
木
工
・
木
版
画
・
書
道
ほ
か
）

を
展
示
し
ま
す
。

行
事
・
イ
ベ
ン
ト

　

市
内
外
の
お
客
様
が
楽
し
み
、
親

し
み
を
感
じ
る
「
岡
城
跡
」
の
復
活

に
期
待
を
込
め
て
、
今
年
も
中
秋
の

名
月
の
夜
に
「
お
月
見
の
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
17
日
㈯　

午
後
５
時
開

場会
場　

岡
城
跡
・
但
見
屋
敷
跡

入
場　

無　

料

参
加
者　

岡
城
跡
と
名
月
と
風
情
を

楽
し
み
た
い
市
民
、
市
外
の
お
客
様

内
容　

野
点
、
市
民
手
作
り
の
音
楽

会
（
合
唱
ほ
か
）、
屋
台
、
ダ
イ
ニ

ン
グ
（
要
予
約
30
名
）、
足
元
灯
の

設
置
（
竹
灯
籠
）

※�

ウ
ィ
ー
ン
在
住
の
オ
ペ
ラ
歌
手
・

伊
藤
晶
子
と
ソ
レ
イ
ユ
ト
リ
オ
が

来
場
し
「
月
響
」
を
テ
ー
マ
に
公

演
し
ま
す
。

問 

竹
田
商
工
会
議
所　

☎
63－

３
１

６
１

日
時　

９
月
18
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時

場
所　

竹
田
商
工
会
議
所

内
容　

講
演
会　

①
「
全
国
山
城
サ

ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
」、
②
「
朝
来
市

竹
田
城
と
城
下
ま
ち
づ
く
り
の
現
状

に
つ
い
て
」

講
師　

兵
庫
県
朝
来
市
竹
田
城
課
長�

小
谷
則
彰
氏

問 

竹
田
商
工
会
議
所　

☎
63－

３
１

６
１

日
時　

10
月
１
日
㈯

〔
作
品
展
示
等
〕
午
前
10
時
～

〔
舞
台
発
表
等
〕
午
後
１
時
～

会
場　

久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル
、
機
能
回
復
訓
練
室
ほ
か

入
場
料　

無　

料

内
容　

展
示
部
門
で
は
、「
久
墨
会
」

に
よ
る
作
品
の
展
示
の
ほ
か
、
囲
碁

ク
ラ
ブ
に
よ
る
対
局
が
行
わ
れ
、
サ

ン
ホ
ー
ル
で
は
「
コ
ー
ル
リ
リ
ア
」

や
「
久
住
高
原
く
た
み
太
鼓
」
を
は

じ
め
と
す
る
７
団
体
が
歌
や
演
奏
を

披
露
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

久
住
公
民
館　

☎
76－

０
７
１
７

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　

竹
田
市
で
は
大
分
県
・
宮
崎
県
の

２
県
、
祖
母
・
大
崩
山
系
に
隣
接
す

る
５
市
町
と
協
力
し
て
「
祖
母
・

傾
・
大
崩
山
系
並
び
に
そ
の
周
辺
地

域
」
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録

に
向
け
た
推
進
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
現
在
は
、
申
請
の
前
段
と

な
る
国
内
推
薦
を
獲
得
し
、
登
録
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

歴
史
資
料
館�

☎
63

－

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館�

☎
63

－

２
２
０
０

岡
城
お
月
見
の
会
「
観
月
祭
」

プ
レ
山
城
サ
ミ
ッ
ト
講
演
会

久
住
文
化
協
会
発
表
会

祖
母
・
傾
・
大
崩
山
系
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
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で
す
。

　

今
回
、
こ
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
、
祖
母
・
傾
・
大
崩
山

系
の
魅
力
を
発
掘
し
地
域
内
外
に
そ

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ　

自
由
（
祖
母
山
・
傾
山
・

大
崩
山
並
び
に
そ
の
周
辺
地
域
で
撮

影
し
た
も
の
）

応
募
資
格　

問
い
ま
せ
ん

作
品
規
格　

四
ツ
切
サ
イ
ズ
、
四
ツ

切
ワ
イ
ド
、
Ａ
４
サ
イ
ズ

応
募
期
間　

10
月
19
日
㈬
ま
で

※
当
日
消
印
有
効

●
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
…

　

生
態
系
の
保
全
と
自
然
と
人
間
社
会

の
共
生
を
目
的
に
１
９
７
６
年
か
ら
ユ

ネ
ス
コ
が
開
始
し
た
事
業
で
す
。
登
録

地
域
は
、
地
域
の
豊
か
な
生
態
系
や
生

物
多
様
性
を
保
全
し
、
自
然
を
学
ぶ
と

共
に
、
文
化
的
に
も
経
済
・
社
会
的
に

も
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
す
モ
デ
ル

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録
さ
れ
る
と

地
域
活
性
化
、
世
界
基
準
の
認
定
に
よ

る
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上
、
環
境
教

育
、
研
究
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問 

竹
田
市
企
画
情
報
課　

エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室　

☎
63

－

４

８
０
１

年　

金

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納

め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や

保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し

て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
昭

和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
に
限
ら
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国

籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７－

５
５
２－

１
２
１
１

消
費
者
行
政

　

店
頭
な
ど
で
勧
誘
さ
れ
、
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

実
は
希
望
し
て
い
な
い
ク
レ
ジ
ッ
ト

機
能
が
付
い
て
い
る
カ
ー
ド
だ
っ

た
、
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
付
き
の
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
、
特
典
が
優
遇
さ

れ
る
反
面
、
年
会
費
が
発
生
し
た

り
、
決
済
機
能
が
あ
る
た
め
保
管
等

に
注
意
が
必
要
に
な
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
勧
誘
を
さ
れ
て
も

詳
し
い
説
明
を
求
め
、
納
得
で
き
な

け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

問 

竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）　

☎
63－

４
８

３
４
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時�

月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
・
平
日
の
み
）

／
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７－

５
３
４－

０
９
９
９

後
期
高
齢
者
医
療
連
合

　

全
国
各
地
で
、
還
付
金
詐
欺
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
・

社
会
保
険
庁
・
市
町
村
・
広
域
連
合

の
職
員
を
装
い
、「
年
金
の
払
い
戻

し
が
あ
る
」「
医
療
費
の
戻
り
が
あ

る
」
な
ど
と
高
齢
者
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
等
を
だ
ま
し
取
ら
れ
た
り
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
さ
れ
た
り
し
て
口
座

か
ら
現
金
を
引
き
出
さ
れ
る
な
ど
の

被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

■
不
審
電
話
が
あ
っ
た
ら
…

　

不
審
に
思
わ
れ
た
時
に
は
す
ぐ

に
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合　

☎
０
９
７－

５
３
４－

１
７
７

１
（
代
表
）
／
竹
田
市
保
険
健
康
課�

国
保
・
高
齢
者
医
療
係　

☎
63－

１

１
１
１
（
内
線
１
７
８
・
１
７
９
）

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
申
し
込
み

に
注
意
！

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
！
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aketa  Information

講　

習

１
．
受
講
対
象
者

⑴�　

平
成
26
年
度
に
資
格
を
取
得
し

た
消
防
設
備
士
（
２
年
目
講
習
）

⑵�　

平
成
23
年
度
に
法
定
講
習
を
受

け
た
消
防
設
備
士（
５
年
目
講
習
）

⑶�　

法
定
期
限
内
に
法
定
講
習
を
受

け
て
い
な
い
消
防
設
備
士

２
．
講
習
日
及
び
会
場

３
．
受
講
申
請
の
方
法

　

受
講
対
象
者
に
は
、
受
講
申
請
書

用
紙
を
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

よ
り
郵
送
し
ま
す
。
転
居
等
で
届
い

て
い
な
い
方
は
、
消
防
本
部
（
局
）

及
び
協
会
に
備
付
け
の
申
請
書
用
紙

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
講
申
請
書
に
、
受
講
手

数
料
と
し
て
、
講
習
区
分
ご
と
に
大

分
県
収
入
証
紙
７
千
円
を
貼
付
し
、

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
受
付
期
間

　

９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

５ 
．
受
講
申
請
書
提
出
先
及
び
お
問

い
合
せ

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協

会　

☎
０
９
７－

５
３
７－
３
１
２
５

環
境
衛
生
課

対
象
者　

竹
田
市
民
、
も
し
く
は
竹

田
市
に
墓
地
の
あ
る
方
、
た
だ
し
、

業
者
等
は
除
く

申
込
期
間　

９
月
30
日
㈮
ま
で

所
在
地　

竹
田
市
大
字
竹
田
５
４
７

番
地

公
募
区
画
数　

３
区
画

面
積　

①
３
・
５
㍍
×
３
・
５
㍍

（
２
区
画
）　

②
３
・
０
㍍
×
３
・

０
㍍
（
１
区
画
）

永
代
使
用
料　

①
31
万
５
０
０
０
円

②
23
万
１
０
０
０
円

　

な
お
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
を
し
ま
す
。

問 

竹
田
市
環
境
衛
生
課　

☎
63－
４

８
２
１
（
直
通
）

�

狩　

猟

　

大
分
県
警
察
は
「
銃
所
持
許
可
講

習
会
」
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

初
心
者
で
猟
銃
（
第
一

種
、
第
二
種
）
を
受
講
さ
れ
る
方

日
時　

９
月
24
日
㈯
午
前
９
時
30
分

受
付　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

会
場　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

受
付
期
間　

８
月
30
日
㈫
～
９
月
13

日
㈫

受
付
場
所　

竹
田
警
察
署

講
習
会
費　

６
８
０
０
円

問 
竹
田
市
農
政
課　

☎
63－

４
８
０

５
（
直
通
）

�

人　

権

日
時　

９
月
７
日
㈬�

午
後
３
時
～

会
場　

竹
田
市
本
庁
舎
３
階
会
議
室

内
容　

人
権
学
習
学
級�

テ
ー
マ
「
差
別
の
現
実
に
学
ぶ
」
～

消
防
設
備
士
法
定
講
習

講習区分 講習年月日 講習会場

消火設備
（１類・２類・３類） 10月12日㈬ 大分県教育会館（大分市下郡496-

38　☎097-556-6411）

警報設備
（４類・７類） 10月13日㈭ 大分県教育会館（大分市下郡496-

38　☎097-556-6411）

避難設備・消火器
（５類・６類） 10月14日㈮ 大分県教育会館（大分市下郡496-

38　☎097-556-6411）

警報設備
（４類・７類） 10月21日㈮

大分県中津総合庁舎（中津土木木
事務所）中津市中央町1-5-16　
☎0949-22-2110

竹
田
市
営
墓
地
（
芝
原
墓
地
）
の

一
般
公
募
を
行
い
ま
す

第
２
回
猟
銃
等
初
心
者
講
習
会

人
権
学
習
学
級

10月1日より、バスの路線や
ダイヤが変わります！

大野竹田バスからお知らせ

西
玉
来

玉
来

竹
田
営
業
所

竹
田
駅
前

竹
田
温
泉

花
水
月 営

林
署
前

城
北
町

扇
森
稲
荷
神
社

至 

久
住
・
直
入

竹
田
市

豊
後
大
野
市

田
中

道
の
駅
お
お
の

至 

大
分

竹
田
玉
来

（
真
正
寺
前
）

竹
田
市
役
所
前

竹
田
市
役
所
前

①長湯線、竹田線の日中の便が、玉来
～西玉来～扇森稲荷神社（ホームワ
イド横）まで延伸し、商業施設の利用
が便利になります!

④「竹田温泉花水月」～「田中（豊後大野
市）」間は、通勤通学定期で特急バス「や
まびこ号」の利用も可能になります!
※但し、大分バス（株）の運行する便に限
ります。

②竹田線は、全て「営林署前」経由となり、
「竹田市役所前」には止まりません。
※コミュニティバスはこれまで通り停車します。

③竹田線は、全て「道の駅おおの」行きと
なります。平日朝夕は大分方面に接続し
ており、運賃は変わりません。

　

平
成
28
年
10
月
1
日
の
ダ
イ
ヤ
改

正
に
お
い
て
、
長
湯
線
（
玉
来
・
竹

田
～
久
住
～
直
入
）、
竹
田
線
（
竹

田
～
大
分
）、
梅
の
木
線
な
ど
で
路

線
や
ダ
イ
ヤ
の
変
更
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
路
線
に
つ
い
て
の
変
更
箇

所
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
際
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
玉
来
地
区
で
は
、
国
道
57

号
沿
い
の
商
業
施
設
周
辺
に
新
た
に

バ
ス
路
線
を
設
置
し
、
お
で
か
け
の

際
の
利
便
性
が
良
く
な
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
バ
ス
を
利

用
し
て
お
で
か
け
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
運
行
ダ
イ
ヤ
に
つ

い
て
は
、
朝
夕
の
利
用
の
多
い
時
間

帯
に
は
概
ね
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
日
中
の
利
用
の
少
な
い
時
間
帯

で
便
数
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
運
行
ダ
イ
ヤ
が
決
ま

り
次
第
、
バ
ス
停
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

大
野
竹
田
バ
ス
竹
田
営
業
所

☎
63－

３
１
５
１
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恥
じ
る
こ
と
も
、
か
く
す
必
要
も
な

い
～

講
師　

大
分
県
人
権
問
題
講
師
団

大
石　

縁
さ
ん

※�

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
受
講

を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
生
涯
学
習
課　

☎
63－

４

８
１
７

�

福　

祉

　

平
成
28
年
度
『
臨
時
福
祉
給
付

金
』・『
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向

け
の
給
付
金
』
を
該
当
す
る
方
に
支

給
し
ま
す
。
支
給
対
象
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。
申
請
書
等
は
９
月
以
降

随
時
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
案
内
が

届
き
ま
し
た
ら
、
早
め
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
『
臨
時
福
祉
給
付
金
』

支
給
対
象
者　

平
成
28
年
度
分
の

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
が

対
象
で
す
。
た
だ
し
、
住
民
税
に
お

い
て
課
税
者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て

い
る
方
や
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ

る
場
合
な
ど
は
除
き
ま
す
。

支
給
額　

１
人
に
つ
き
、
３
０
０
０

円基
準
日　

平
成
28
年
１
月
１
日

申
請
受
付　

９
月
12
日
～
平
成
29
年

２
月
13
日

提
出
書
類

・
支
給
申
請
書　

対
象
者
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
別
途
案
内
し
ま
す
。

◎
『
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

の
給
付
金
』

支
給
対
象
者　
「
平
成
28
年
度
臨
時

福
祉
給
付
金
」
の
支
給
対
象
者
の
う

ち
、
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
提
出
さ
れ
た
申
請
書
を

受
付
後
、
支
給
決
定
前
に
死
亡
さ
れ

た
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
（
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

を
受
給
さ
れ
た
方
は
対
象
外
で
す
。

支
給
額　

１
人
に
つ
き
、
３
万
円

申
請
受
付　

９
月
12
日
～
平
成
29
年

２
月
13
日

提
出
書
類　

・
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
と
同
じ

申
請
書
で
す
。

　

給
付
金
は
、
申
請
受
付
後
審
査
を

行
い
、
10
月
以
降
、
随
時
支
給
を
行

い
ま
す
。

問 

竹
田
市
社
会
福
祉
課　

管
理
係

（『
臨
時
福
祉
給
付
金
』）
☎
63－
４

８
１
１

　

こ
の
度
竹
田
市
役
所
横
の
「
竹
田

市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
の
改

修
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
際
、
靴
を

脱
い
で
い
ま
し
た
が
、
靴
の
ま
ま
上

が
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
が
利
用
し
易
い
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
調
理
実
習
室
と
赤
ち
ゃ

ん
健
診
等
に
利
用
す
る
保
健
指
導
室

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
土
足
で
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
回
の
改
修
に
併
せ
て
竹

田
温
泉
花
水
月
内
に
あ
り
ま
し
た

「
竹
田
市
経
済
活
性
化
促
進
協
議
会
」

の
事
務
所
が
セ
ン
タ
ー
内
に
移
転

し
、「
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課
」
や

「
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
」
と
連

携
し
な
が
ら
、
福
祉
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

農　

業

　

安
定
し
た
経
営
が
行
え
る
経
営
体

の
育
成
を
目
的
に
、「
農
業
簿
記
研

修
会
」
を
竹
田
市
と
豊
後
大
野
市
の

共
催
で
開
催
し
ま
す
。

日
程　

10
月
６
日
～
平
成
29
年
２
月

２
日　

毎
週
木
曜
日
（
計
16
回
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

た

だ
し
、
11
／
３
㈭
、
12
／
29
㈭
は
休

講会
場　

豊
後
大
野
市
緒
方
支
所　

３

階
会
議
室

対
象　

地
域
農
業
の
担
い
手
（
認
定

農
業
者
、
集
落
営
農
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
、
女
性
農
業
経
営
士
、
農
業
青

年
、
新
規
就
農
者
）
農
業
委
員

内
容　

複
式
簿
記
の
基
礎
講
習
を
10

回
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
５
回
、
そ
の

他
１
回

講
師　

大
分
県
農
業
会
議　

農
業

経
営
指
導
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト　

森
川

詔
也　

氏

受
講
料　

無　

料

募
集
定
員　

10
名
（
先
着
順
）

募
集
期
限　

９
月
16
日
㈮

問
・　

�

竹
田
市
役
所
農
政
課　

☎

63－

４
８
０
５
（
担
当
：
大
窪
）

『
臨
時
福
祉
給
付
金
』・『
障

害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
の

給
付
金
』
を
支
給
し
ま
す

「
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

平
成
28
年
度
農
業
担
い
手
簿
記

研
修
会
受
講
生
募
集

申
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募　

集

　

第
12
回
竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

10
月
30
日
㈰　

午
前
８
時

30
分
出
発
／
午
後
５
時
帰
着
予
定

目
的
地　

日
出
町　

関
口
観
光
農
園

定
員　

・
利
用
者
40
人　

・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
50
人

参
加
費　

大
人
３
０
０
０
円　

高
校

生
以
下
１
０
０
０
円

※�

赤
い
羽
根
共
同
募
金
か
ら
の
バ
ス

代
助
成
支
援
あ
り

締
切　

９
月
30
日
㈮　

※
定
員
に
達

し
次
第
締
切
り
ま
す
。

問
・　

�

竹
田
市
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら

せ
る
会　

☎
63－

１
４
６
４
（
佐
藤
）

／
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内　

☎

63－

１
５
４
４

竹
田
警
察
署

　

警
察
本
部
警
察
安
全
相
談
室
の
相

談
専
用
電
話
は
、
＃
９
１
１
０
で
す

（
通
話
料
は
有
料
）。

　

Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
、
振
り
込
め

詐
欺
事
案
、
日
常
生
活
に
お
け
る
困

り
ご
と
・
ト
ラ
ブ
ル
等
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

※
出
張
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　

９
月
９
日
㈮　

午
前
10
時
～

午
後
５
時　

場
所　

竹
田
市
久
住
支
所
１
階
会
議

室問 

竹
田
警
察
署　

☎
63－

２
１
３
１

相　

談

日
時　

10
月
２
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
４
時　

場
所　

大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局

内
容　

登
記
（
相
談
・
贈
与
・
売

買
・
会
社
設
立
等
）、
境
界
問
題
、

戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、
人
権
問
題
、

成
年
後
見
、
遺
言
書
の
作
成
等

相
談
員　

法
務
局
職
員
、
司
法
書

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人
権
擁
護

委
員

※�

な
お
、
相
談
は
１
人
30
分
を
原
則

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
・　

�

大
分
地
方
法
務
局
竹
田
支
局

☎
62－

２
３
１
５
（
担
当
・
山
崎
）

日
時　

９
月
25
日
㈰　

午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
受
付
順
・
予
約
不
要
）

場
所　

竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館

（
竹
田
市
大
字
竹
田
１
９
１
８
番
地

２
）

相
談
担
当
者　

大
分
県
司
法
書
士

会
会
員

問 

大
分
県
司
法
書
士
会　

☎
０
９

７－

５
３
２－

７
５
７
９　

ま
た
は
、

☎
64－

９
１
１
１（
豊
肥
支
部
・
渡
辺
）

試　

験

職
種
・
採
用
予
定
者
数　

一
般
事
務

（
２
人
）、
教
育
事
務
（
１
人
）

※
職
種
は
第
２
志
望
ま
で
選
択
可
能

受
付
期
間
及
び
申
込
方
法　

８
月
29

日
㈪
～
９
月
16
日
㈮　

持
参
、
郵

送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
る
申
込
み

試
験
日　

10
月
16
日
㈰　
（
大
分
県

庁
舎
）

試
験
方
法　

第
１
次
試
験
（
教
養
試

験
〔
高
校
卒
業
程
度
〕）、
第
２
次
試

験（
適
正
検
査
、
作
文
・
面
接
試
験
）

問
・　

�

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局�

☎
０
９
７－

５
０
６－

５
２
１
２

ひ
ま
わ
り
号
！
参
加
者
募
集

申

９
月
11
日
㈰
は
「
警
察
相
談
の

日
」
で
す

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
（
予
約
制
・
無
料
）

申

県
下
一
斉
司
法
書
士
法
律
相
談

（
相
続
・
会
社
設
立
等
の
登
記
、
供

託
、
訴
訟
等
）

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

大
分
県
職
員
採
用
選
考
試
験

申

求人
情報

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク　問 ☎63-1101

①総合職１人 16.7 ～ 22万円　②ショップス
タッフ１人 13.4万円　③農場作業員１人 18 ～
25万円　④清掃員１人 11.5 ～ 13.2万円　⑤バ
ス運転手１人 15.4 ～ 17.4万円　⑥介護職員３
人 12.3 ～ 30万 円　 ⑦ 建 設 機 械 整 備 １ 人 
15.5 ～ 33万円　⑧菓子販売員１人 13.2万円　
⑨介護員１人 17.2 ～ 19.7万円　⑩営業職１人 
14 ～ 18.1万 円　 ⑪ 旅 館 マ ネ ー ジ ャ ー１人 
25 ～ 40万円　⑫販売・配達員１人 15 ～ 18
万円
〔パート求人（時給）〕
⑬一般事務１人 750円　⑭洗い場・調理補助
１人 800 ～ 1000円　⑮夜勤専門員１人 900 ～
1125円　⑯収穫作業員１人 880円　⑰販売員
９人 780円　⑱ホームヘルパー１人 830 ～
1200円　⑲調理員１人 720円　⑳営業事務員
１人 750円　㉑食器洗浄員１人 750円　㉒送
迎運転手２人 750 ～ 800円　㉓店内販売２人 
790 ～ 980円　㉔清掃員及雑用係１人 700円

「感動のオリンピックをありがとう」のまき
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ぼくたち・私たちの

学び舎

今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

■竹田市立図書館
8401-36XAF・ LET　

■荻図書室（荻駅交流館図書室）
0022-86XAF・ LET　

■久住図書室
4270-67XAF・ 7170-67LET　

■直入図書室
1322-57XAF・ 0422-57LET　

図書館に行こう
月9

http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内

今月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

29 3025 26 27 28

　　が竹田市立図書館の休館日

↑知事様塔

　
久
住
、
白
丹
地
区
は
加
藤
清
正

が
１
６
０
１
年
に
天
草
の
替
地
と

し
て
豊
後
の
中
の
肥
後
領
と
し
た

こ
と
か
ら
鶴
崎
街
道（
豊
後
街
道
）

の
要
路
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
加

藤
氏
二
代
、
細
川
氏
十
二
代
に

亘
っ
て
肥
後
藩
の
参
勤
交
代
の
宿

場
町
と
し
て
「
お
茶
屋
」
が
つ
く
ら

れ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　
往
事
を
偲
ぶ
も
の
は
豊
後
街

道
や
石
橋
、
日
田
往
還
久
住
高
原

の
松
並
木
等
が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
他
に「
ち
い
さ
ま
と
う
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
石
塔
が
白
丹
と

久
住
に
３
塔
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ

は
、
白
丹
町
か
ら
久
住
に
向
か
う

豊
後
街
道
沿
い
の
杉
山
の
中
に

建
っ
て
い
る
。（
こ
の
塔
に
つ
い

て
は
前
に
志
賀
静
哉
氏
や
元
久

住
町
教
育
長
の
井
手
徳
夫
氏
が

紹
介
し
て
い
る
が
）
久
住
中
学
校

の
少
し
奥
の
旧
街
道
に
「
知
事
様

塔
入
口
」
の
立
札
が
立
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
見
過
ご
し
て
し
ま

い
そ
う
な
場
所
で
あ
る
。

　
石
塔
に
は
明
治
３
年
（
１
８
７

０
）
７
月
に
「
熊
本
藩
知
事
・
細

川
護
久
」
が
出
し
た
布
告
文
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
農

民
の
年
貢
の
内
、
雑
税
の
分
（
総

税
収
の
約
３
分
の
１
）
を
免
除
す

る
。
今
後
と
も
農
業
に
精
を
入
れ

る
よ
う
に…

。」
と
い
う
減
税
の

布
告
で
あ
る
。

　
そ
の
前
年
の
明
治
２
年
は
、
維

新
後
の
激
動
期
で
肥
後
領
で
も

豊
後
岡
領
で
も
騒
然
と
し
て
い

た
。
岡
藩
の
城
下
竹
田
町
で
は
６

月
に
記
録
的
な
豪
雨
が
あ
り
各

河
川
は
氾
濫
し
大
被
害
が
出
て

い
る
。
一
方
、
久
住
の
隣
村
の
朽

網
地
方
で
は
一
揆
が
勃
発
し
て
拡

が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
肥
後
藩
で

は
い
ち
早
く
減
税
政
策
を
打
ち

出
し
た
。
こ
の
殿
様
知
事
の
思
い

や
り
の
善
政
に
対
し
て
、
感
謝
の

意
を
こ
め
て
地
域
の
人
た
ち
が
建

て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
白
丹
町
の
知
事
様
塔
は
肥
後

領
時
代
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る

貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
是
非
保

存
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
河
野
　
豊
）

参
照
／
久
住
町
誌
、
広
田
敦
・
著
「
竹
田

市
の
指
定
文
化
財
」

肥後領だった久住と知事様塔

ま
る
ご
と
博
物
館
131

↑校舎風景

↑生徒朝会交流会

↑野球部優勝

↑大船っ子集会

　
都
野
中
学
校
は
大
船
山
の
麓
に

位
置
し
た
自
然
豊
か
な
地
域
に
あ

り
、
今
年
は
開
校
70
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。
創
立
時
は
全
校
生
徒
数
１

５
８
名
で
し
た
が
、
今
年
度
は
29
名

と
な
り
市
内
中
学
校
で
は
最
少
人

数
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
に
多
く
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

『
楽
し
さ
創
造
　
都
野
中
』
で
す
。

教
師
・
生
徒
と
も
に
、
学
校
生
活
で

楽
し
さ
を
創
造
す
る
た
め
の
挑
戦
・

工
夫
を
自
ら
仕
掛
け
続
け
て
い
ま

す
。
学
習
面
で
は
、
課
題
に
対
す
る

自
分
の
考
え
を
持
ち
よ
り
、
意
見
交

換
し
合
い
な
が
ら
課
題
解
決
し
て
い

く
授
業
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
生

徒
会
活
動
で
は
、
自
治
的
な
取
組
を

通
し
て
自
他
の
良
さ
を
認
め
合
う

活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
毎
週
火

曜
日
の
生
徒
朝
会
で
は
各
専
門
部

の
企
画
で
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
学
級
活
動
で
他
の
人
の

良
さ
を
発
表
し
合
う
「
ポ
リ
ア
ン
ナ

活
動
」
は
新
し
い
伝
統
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
体
力
・
運
動
能
力
の
向

上
に
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
体
育
の

授
業
や
部
活
動
で
は
継
続
的
に

サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
、
週
に
一
度
は
、
筋
力
ア
ッ
プ

に
向
け
た
「
マ
ッ
ス
ル
タ
イ
ム
」
に

全
校
生
徒
で
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
竹
田
市
中
体
連
大
会
で
は
野

球
部
と
剣
道
男
女
個
人
戦
で
優
勝

す
る
な
ど
、
全
校
生
徒
の
半
数
以
上

が
県
総
体
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
創
造

し
た
り
、成
果
が
発
揮
さ
れ
る
の
も
、

家
庭
や
地
域
の
方
々
の
強
力
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

ま
た
、
９
年
間
の
地
域
で
の
小
中
連

携
教
育
も
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
大
船
っ
子
集
会
」
は
児
童
・

生
徒
の
交
流
と
し
て
大
き
な
役
割

を
し
て
お
り
、
小
・
中
合
同
運
動
会

は
地
域
を
あ
げ
て
の
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
地
域
の
保
存
会
の

方
か
ら
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
「
団

七
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
都
野
中
学

校
は
今
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
「
楽
し

さ
創
造
中
」
で
す
！

（
教
頭
　
髙
野
　
真
暢
）

今
月
の
学
び
舎

　都
野
中
学
校

【一般の本】
・コンビニ人間（文藝春秋）
・陸王（集英社）
・津軽双花（講談社）
・玉依姫〔八咫烏シリーズ〕５（文藝春秋）
・アンマーとぼくら（講談社）
・殉教者（講談社）
・大岡信の詩と真実（岩波書店）
・サヨナラ、民芸。 こんにちは、民藝。（里文出版）
・茶の箱（ラトルズ）
・皇室とっておき（朝日新聞出版）

村田　沙耶香
池井戸　潤
葉室　麟

阿部　智里
有川　浩

加賀　乙彦
菅野　昭正

赤木　明登
朝日新聞社

【子どもの本】
斎藤　洋

加藤　休ミ
関口　シュン

きしわだ自然資料館
のぶみ

たかし　よいち

  石原　康至

・ルドルフともだちひとりだち（講談社）
・ながしまのまんげつ（小学館）
・星空の話（かがくのほん）（福音館書店）
・チリメンモンスターのひみつ（偕成社）
・さよならママがおばけになっちゃった！（講談社）
・アパトサウルス－ムチの尾をもつカミナリ竜－（理論社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ジュニアアスリートのための最強の走り方55のポイント（メイツ出版）

他　150冊ほど入りました

　〈京都は今描いといていた
だかないとなくなります。京
都のあるうちに描いておいて
ください〉と川端康成は東山

魁夷にすすめた。親愛と敬意に満ちた２人の知られざる
友情。東山はどこを描き川端はどこを書いたのか。東山
魁夷の絵と川端康成の小説で綴る美しい京都絵巻。２人
の作品を楽しみながら情緒豊かな京都を巡る新しいガイ
ドブックです。

　図星ってどんな星？ぶっきらぼうってどんなぼ
う？この本では合わせて38のことばを目で「見
る」ことができます。「見た」ことばは、なかな
かわすれない。「見る」と、ことばにもっときょ
うみがわいてくる。そんなたいけんをするのがこ
の本です。ことばを目で「見る」というあたらし
いたいけんを楽しんでください！本当に楽しさ
いっぱいの一冊です。

一般の本

子どもの本

「今、ふたたびの京都」
　　　－東山魁夷を訪ね、
　　　　　　 　川端康成に触れる旅－

（平山　三男編　求龍堂）

「目でみる
　ことばのずかん」　

（おかべたかし文　やまでたかし写真　東京書籍）

○おはなしのへや
　毎週火曜日　10:30～11:00
○おはなしルーム
　9月7日㈬　14:00～14:30
　（南部幼稚園）
　9月8日㈭　14:00～14:30
　（竹田幼稚園）

・郷土ゆかりの人々　飯澤文夫監修　日外アソシエーツ
・坊がつる山小屋日記　川上信也　海鳥社
・昭和戦後の西洋館　九州・山口・島根の〈現代レトロ建築〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森下友晴　忘羊社
・新しい大分の考古学　大分県教育庁埋蔵文化財センター
・国東六郷満山　宇佐国東半島を巡る会　木星社
・名水湧水散歩　南正時　自由国民社
・THE  RISING  OF  DRUM  TAO
　　　    監修・DRUM  TAO　東京パルコエンタテイメント事業部

郷土関係の本が入りました。どうぞご利用ください。

ほ
そ

か
わ
も
り
ひ
さ

し
ら  

に

ち　  い　 さま  とうひ　  ご   りょう く   じゅう
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↑知事様塔

　
久
住
、
白
丹
地
区
は
加
藤
清
正

が
１
６
０
１
年
に
天
草
の
替
地
と

し
て
豊
後
の
中
の
肥
後
領
と
し
た

こ
と
か
ら
鶴
崎
街
道（
豊
後
街
道
）

の
要
路
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
加

藤
氏
二
代
、
細
川
氏
十
二
代
に

亘
っ
て
肥
後
藩
の
参
勤
交
代
の
宿

場
町
と
し
て
「
お
茶
屋
」
が
つ
く
ら

れ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　
往
事
を
偲
ぶ
も
の
は
豊
後
街

道
や
石
橋
、
日
田
往
還
久
住
高
原

の
松
並
木
等
が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
他
に「
ち
い
さ
ま
と
う
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
石
塔
が
白
丹
と

久
住
に
３
塔
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ

は
、
白
丹
町
か
ら
久
住
に
向
か
う

豊
後
街
道
沿
い
の
杉
山
の
中
に

建
っ
て
い
る
。（
こ
の
塔
に
つ
い

て
は
前
に
志
賀
静
哉
氏
や
元
久

住
町
教
育
長
の
井
手
徳
夫
氏
が

紹
介
し
て
い
る
が
）
久
住
中
学
校

の
少
し
奥
の
旧
街
道
に
「
知
事
様

塔
入
口
」
の
立
札
が
立
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
見
過
ご
し
て
し
ま

い
そ
う
な
場
所
で
あ
る
。

　
石
塔
に
は
明
治
３
年
（
１
８
７

０
）
７
月
に
「
熊
本
藩
知
事
・
細

川
護
久
」
が
出
し
た
布
告
文
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
農

民
の
年
貢
の
内
、
雑
税
の
分
（
総

税
収
の
約
３
分
の
１
）
を
免
除
す

る
。
今
後
と
も
農
業
に
精
を
入
れ

る
よ
う
に…

。」
と
い
う
減
税
の

布
告
で
あ
る
。

　
そ
の
前
年
の
明
治
２
年
は
、
維

新
後
の
激
動
期
で
肥
後
領
で
も

豊
後
岡
領
で
も
騒
然
と
し
て
い

た
。
岡
藩
の
城
下
竹
田
町
で
は
６

月
に
記
録
的
な
豪
雨
が
あ
り
各

河
川
は
氾
濫
し
大
被
害
が
出
て

い
る
。
一
方
、
久
住
の
隣
村
の
朽

網
地
方
で
は
一
揆
が
勃
発
し
て
拡

が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
時
期
に
肥
後
藩
で

は
い
ち
早
く
減
税
政
策
を
打
ち

出
し
た
。
こ
の
殿
様
知
事
の
思
い

や
り
の
善
政
に
対
し
て
、
感
謝
の

意
を
こ
め
て
地
域
の
人
た
ち
が
建

て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
白
丹
町
の
知
事
様
塔
は
肥
後

領
時
代
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る

貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。
是
非
保

存
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
河
野
　
豊
）

参
照
／
久
住
町
誌
、
広
田
敦
・
著
「
竹
田

市
の
指
定
文
化
財
」

肥後領だった久住と知事様塔

ま
る
ご
と
博
物
館
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↑校舎風景

↑生徒朝会交流会

↑野球部優勝

↑大船っ子集会

　
都
野
中
学
校
は
大
船
山
の
麓
に

位
置
し
た
自
然
豊
か
な
地
域
に
あ

り
、
今
年
は
開
校
70
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。
創
立
時
は
全
校
生
徒
数
１

５
８
名
で
し
た
が
、
今
年
度
は
29
名

と
な
り
市
内
中
学
校
で
は
最
少
人

数
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
に
多
く
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
学
校
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

『
楽
し
さ
創
造
　
都
野
中
』
で
す
。

教
師
・
生
徒
と
も
に
、
学
校
生
活
で

楽
し
さ
を
創
造
す
る
た
め
の
挑
戦
・

工
夫
を
自
ら
仕
掛
け
続
け
て
い
ま

す
。
学
習
面
で
は
、
課
題
に
対
す
る

自
分
の
考
え
を
持
ち
よ
り
、
意
見
交

換
し
合
い
な
が
ら
課
題
解
決
し
て
い

く
授
業
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
生

徒
会
活
動
で
は
、
自
治
的
な
取
組
を

通
し
て
自
他
の
良
さ
を
認
め
合
う

活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
毎
週
火

曜
日
の
生
徒
朝
会
で
は
各
専
門
部

の
企
画
で
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
学
級
活
動
で
他
の
人
の

良
さ
を
発
表
し
合
う
「
ポ
リ
ア
ン
ナ

活
動
」
は
新
し
い
伝
統
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
体
力
・
運
動
能
力
の
向

上
に
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
体
育
の

授
業
や
部
活
動
で
は
継
続
的
に

サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
、
週
に
一
度
は
、
筋
力
ア
ッ
プ

に
向
け
た
「
マ
ッ
ス
ル
タ
イ
ム
」
に

全
校
生
徒
で
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
竹
田
市
中
体
連
大
会
で
は
野

球
部
と
剣
道
男
女
個
人
戦
で
優
勝

す
る
な
ど
、
全
校
生
徒
の
半
数
以
上

が
県
総
体
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
創
造

し
た
り
、成
果
が
発
揮
さ
れ
る
の
も
、

家
庭
や
地
域
の
方
々
の
強
力
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

ま
た
、
９
年
間
の
地
域
で
の
小
中
連

携
教
育
も
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
大
船
っ
子
集
会
」
は
児
童
・

生
徒
の
交
流
と
し
て
大
き
な
役
割

を
し
て
お
り
、
小
・
中
合
同
運
動
会

は
地
域
を
あ
げ
て
の
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
地
域
の
保
存
会
の

方
か
ら
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
「
団

七
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
都
野
中
学

校
は
今
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
「
楽
し

さ
創
造
中
」
で
す
！

（
教
頭
　
髙
野
　
真
暢
）

今
月
の
学
び
舎

　都
野
中
学
校

【一般の本】
・コンビニ人間（文藝春秋）
・陸王（集英社）
・津軽双花（講談社）
・玉依姫〔八咫烏シリーズ〕５（文藝春秋）
・アンマーとぼくら（講談社）
・殉教者（講談社）
・大岡信の詩と真実（岩波書店）
・サヨナラ、民芸。 こんにちは、民藝。（里文出版）
・茶の箱（ラトルズ）
・皇室とっておき（朝日新聞出版）

村田　沙耶香
池井戸　潤
葉室　麟
阿部　智里
有川　浩
加賀　乙彦
菅野　昭正

赤木　明登
朝日新聞社

【子どもの本】
斎藤　洋
加藤　休ミ
関口　シュン

きしわだ自然資料館
のぶみ

たかし　よいち

  石原　康至

・ルドルフともだちひとりだち（講談社）
・ながしまのまんげつ（小学館）
・星空の話（かがくのほん）（福音館書店）
・チリメンモンスターのひみつ（偕成社）
・さよならママがおばけになっちゃった！（講談社）
・アパトサウルス－ムチの尾をもつカミナリ竜－（理論社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・ジュニアアスリートのための最強の走り方55のポイント（メイツ出版）

他　150冊ほど入りました

　〈京都は今描いといていた
だかないとなくなります。京
都のあるうちに描いておいて
ください〉と川端康成は東山

魁夷にすすめた。親愛と敬意に満ちた２人の知られざる
友情。東山はどこを描き川端はどこを書いたのか。東山
魁夷の絵と川端康成の小説で綴る美しい京都絵巻。２人
の作品を楽しみながら情緒豊かな京都を巡る新しいガイ
ドブックです。

　図星ってどんな星？ぶっきらぼうってどんなぼ
う？この本では合わせて38のことばを目で「見
る」ことができます。「見た」ことばは、なかな
かわすれない。「見る」と、ことばにもっときょ
うみがわいてくる。そんなたいけんをするのがこ
の本です。ことばを目で「見る」というあたらし
いたいけんを楽しんでください！本当に楽しさ
いっぱいの一冊です。

一般の本

子どもの本

「今、ふたたびの京都」
　　　－東山魁夷を訪ね、
　　　　　　 　川端康成に触れる旅－

（平山　三男編　求龍堂）

「目でみる
　ことばのずかん」　

（おかべたかし文　やまでたかし写真　東京書籍）

○おはなしのへや
　毎週火曜日　10:30～11:00
○おはなしルーム
　9月7日㈬　14:00～14:30
　（南部幼稚園）
　9月8日㈭　14:00～14:30
　（竹田幼稚園）

・郷土ゆかりの人々　飯澤文夫監修　日外アソシエーツ
・坊がつる山小屋日記　川上信也　海鳥社
・昭和戦後の西洋館　九州・山口・島根の〈現代レトロ建築〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森下友晴　忘羊社
・新しい大分の考古学　大分県教育庁埋蔵文化財センター
・国東六郷満山　宇佐国東半島を巡る会　木星社
・名水湧水散歩　南正時　自由国民社
・THE  RISING  OF  DRUM  TAO
　　　    監修・DRUM  TAO　東京パルコエンタテイメント事業部

郷土関係の本が入りました。どうぞご利用ください。

ほ
そ

か
わ
も
り
ひ
さ

し
ら  

に

ち　  い　 さま  とうひ　  ご   りょう く   じゅう
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市長コラム
〈第85回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←久住で撮影したド
キュメント作品を
解説する地域おこ
し協力隊の尾登さ
ん（中央）

↑講演に熱心に耳を傾ける会場の
皆さん

↑講演する大分市教育委員会文化材課特
別顧問の玉永光洋さん

「奥豊後の山城について」をテーマ
にしたパネルディスカッション  →

↑「くじゅうの山」絵画コンクールの受賞者のみな
さん

「
地
方
が
主
役
」を
実
現
す
る
の
は
人
材
確
保

移
住
者
の
力
が
町
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

「
く
じ
ゅ
う
山
」の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に

全
国
か
ら
力
作
揃
い
！

　
今
年
か
ら
制
定
さ
れ
た
「
山
の
日
」

（
８
月
11
日
）
を
記
念
し
、
ま
た
本
市

縁
の
白
壁
康
・
髙
田
力
蔵
両
画
伯
の
顕

彰
を
目
的
と
し
た
、
第
１
回
「
く
じ
ゅ

う
の
山
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
久
住
高
原
美
術
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
工
藤
和
男
さ
ん
（
創
元
会

会
長
／
審
査
員
長
）、
早
川
和
さ
ん
（
一

水
会
会
員
）、
加
藤
康
彦
さ
ん
（
大
分
県

立
美
術
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
副
館
長
）
の
３
名
。

　
全
国
か
ら
50
点
を
超
え
る
応
募
作
の

中
か
ら
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
。

最
優
秀
賞
・「
久
住
山
」
松
岡
隆
成

優
秀
賞
・「
11
月
の
久
住
山
」
南
征
一

郎
／
「
三
俣
山
」
矢
野
正
治
／
「
晩
秋
」

古
荘
与
六
／
「
長
湯
ダ
ム
か
ら
の
く

じ
ゅ
う
連
山
」
宮
崎
定
旨
／
「
優
し
く

願
う
山
」
高
野
郁
乃
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
な
お
、
応
募
作
品
は
９
月
末
ま
で
久

住
高
原
美
術
館
に
て
展
示
中
で
す
。

　
８
月
11
日
、
初
め
て
施
行
さ
れ
た
国
民
の
休
日
『
山
の

日
』。
竹
田
市
で
は
遊
休
施
設
と
化
し
て
い
た
久
住
支
所
３
階

の
議
場
を
『
久
住
高
原
美
術
館
』
と
し
て
甦
ら
せ
、
第
１
回

「
く
じ
ゅ
う
の
山
」絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
っ
た
。

　
こ
の
式
典
の
中
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
く
じ
ゅ
う

連
山
』
が
上
映
さ
れ
た
。
昭
和
５
年
、
く
じ
ゅ
う
連
山
で
初

め
て
の
遭
難
者
が
出
た
。
遭
難
し
た
の
は
二
人
の
九
大
生
。

関
係
者
の
手
に
よ
り
慰
霊
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
亡
く
な
っ
た

の
は
冬
か
と
思
い
き
や
、
何
と
８
月
11
日
だ
っ
た
の
だ
。
夏

山
遭
難
で
あ
る
こ
と
に
驚
く
が
、
何
よ
り
亡
く
な
っ
た
こ
の

日
が
偶
然
に
も
山
の
日
に
制
定
さ
れ
た
そ
の
日
で
あ
る
こ
と

に
も
因
縁
を
感
じ
た
。

　
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
製
作
し
た
の
は
、
尾
登

憲
治
さ
ん
。
竹
田
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
あ
る
。

　
玄
人
は
だ
し
の
映
画
だ
と
み
ん
な
が
感
心
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う
。
尾
登
さ
ん
は
竹
田
市
に
来
る
ま

で
民
放
の
テ
レ
ビ
局
に
勤
務
。
自
ら
を
映
像
作
家
と
称
し
て

い
る
ほ
ど
の
こ
の
道
の
プ
ロ
で
あ
る
。
映
画
の
撮
影
は
も
と

よ
り
、
企
画
編
集
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
自
分
で
さ
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
編
集
や
人
材
育
成
に
も

力
を
貸
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
彼
曰
く
、「
テ
レ
ビ
取
材

や
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ど
新
し
い
人
材
が
ど
ん
ど
ん
育
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
竹
田
市
に
は
と
て
も
有
能
な
市

民
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
は
縁
が
な
か
っ
た
人
た

ち
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
い
う
素
晴
ら
し
い
市
民
が
ど
ん
ど
ん

テ
レ
ビ
に
接
点
を
も
つ
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
さ
て
、
も
う
一
人
紹
介
し
た
い
人
材
が
い
る
。
名
前
は
藪

内
成
基
さ
ん
、
32
歳
の
若
手
で
あ
る
。
現
在
は
観
光
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
会
で
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
か
ら
派
遣
い
た
だ
い
て
い
る

松
田
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
に
活
か
し

て
活
躍
。
こ
れ
ま
で
行
政
で
は
手
の
届
か
な
か
っ
た
専
門
分

野
で
力
を
発
揮
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
藪
内
さ
ん
は
奈
良
県
の
出
身
、
か
の
古
田
織
部
と
も
因

縁
の
深
い
家
柄
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
竹
田
市
と
の
縁
も

偶
然
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
彼
が
企
画

立
案
す
る
ツ
ア
ー
商
品
は
か
な
り
の
歴
史
的
知
識
が
織
り

込
ま
れ
、
内
容
が
多
彩
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
特
別
公
開

を
見
る
！
南
蛮
文
化
息
づ
く
城
下
町
散
策
』
や
『
特
別
登

山
バ
ス
で
行
く
紅
葉
の
岡
藩
御
廟
所
詣
で
』、
さ
ら
に
は『
錦

秋
の
山
城
ウ
ォ
ー
ク
と
瀧
廉
太
郎
の
道
』
な
ど
の
ツ
ア
ー
が

あ
る
。

　
竹
田
市
の
も
っ
て
い
る
文
化
的
・
歴
史
的
財
産
を
ど
う
組

み
合
わ
せ
、
ど
う
興
味
深
い
ツ
ア
ー
に
仕
立
て
上
げ
る
か
。

断
片
的
な
魅
力
を
一
体
的
に
総
合
力
と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
す
る
力
は
見
事
で
あ
る
。
彼
に
し
て
は
当
然
の
手
法
か
も

し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
藪
内
さ
ん
は
大
手
旅
行
会
社
の
社

員
で
あ
り
、
旅
の
企
画
編
集
を
担
当
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
今
月
の
25
日
ま
で
大
分
市
美
術
館
で
開

催
さ
れ
て
い
る
『
未
来
の
遊
園
地
』。
一
日
千
人
の
入
場
者

が
あ
る
と
い
う
。
主
宰
し
て
い
る
チ
ー
ム
ラ
ボ
の
統
括
責
任

者
・
馬
渡
侑
佑
さ
ん
は
マ
ス
コ
ミ
に
も
引
っ
張
り
だ
こ
だ

が
、
彼
は
こ
の
春
東
京
か
ら
竹
田
市
に
移
住
し
て
き
て
、
い

ま
や
わ
れ
ら
が
誇
る
べ
き
竹
田
市
民
な
の
で
あ
る
。

　「
主
役
は
地
方
、
目
指
す
は
世
界
だ
」
と
言
っ
た
の
は
安

倍
総
理
だ
っ
た
が
、
主
役
に
な
る
に
は
人
材
確
保
が
最
優
先

だ
と
あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
る
。

22・23
10

　
７
月
31
日
、
こ
の
秋
に
開
催
さ
れ

る
「
全
国
山
城
サ
ミ
ッ
ト
in
竹
田
大

会
」
に
向
け
て
、
竹
田
市
観
光
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
会
竹
田
支
部
主
催
「
プ
レ

山
城
サ
ミ
ッ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

竹
田
商
工
会
議
所
２
階
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
講
師
に
大
分
市
教
育

委
員
会
文
化
財
課
特
別
顧
問
の
玉

永
光
洋
さ
ん
を
迎
え
、「
山
城
を
調

べ
よ
う ―

竹
田
・
直
入
の
中
世
城

を
中
心
に
し
て―

」
と
題
し
た
基
調

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
玉
永
さ
ん

は
竹
田
・
直
入
地
域
の
山
城
調
査
の

報
告
と
し
て
、
そ
の
形
態
や
特
徴
、

時
代
背
景
な
ど
を
詳
し
く
解
説
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
地
域
活
動
団
体
を
代
表

し
て
パ
ネ
リ
ス
ト
・
足
達
計
司
さ
ん

（
南
山
城
・
白
丹
）、
馬
場
尚
登
さ

ん
（
松
牟
礼
城
、
法
螺
貝
城
・
下
竹

田
）、
衛
藤
頼
光
さ
ん
（
岡
城
跡
・

竹
田
）、
白
井
幸
光
さ
ん
（
津
賀
牟

礼
城
・
入
田
）
が
壇
上
に
上
が
り
、

出
身
地
域
の
山
城
に
つ
い
て
の
研
究

成
果
を
発
表
し
、
今
後
の
課
題
と
し

て
「
遺
跡
の
保
護
」
や
「
情
報
発
信

に
よ
る
宣
伝
」
等
を
提
案
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
奥
豊
後
の
山
城
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
開
か
れ
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
市
民
の
皆
さ
ん
に
地
元
の
山
城
の

魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
」「
現

地
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」
等
、
活

発
に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
た
玉
永
さ
ん
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
ご
と
に
山
城
に
つ
い
て
研
究
活

動
を
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
サ

ミ
ッ
ト
開
催
ま
で
に
〝
岡
城
と
と
も

に
城
郭
群
の
あ
る
竹
田
〞
を
紹
介
で

き
る
よ
う
に
情
報
を
共
有
し
、
全
国

か
ら
訪
れ
た
方
か
ら
尋
ね
ら
れ
た

時
に
説
明
で
き
る
人
を
増
や
し
な

が
ら
、
お
も
て
な
し
を
す
る
取
り
組

み
を
広
げ
て
い
く
べ
き
だ
」
と
ま
と

め
、「
プ
レ
山
城
サ
ミ
ッ
ト
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

開催日

全国に発信しよう！
〝岡城とともに城郭群のある竹田の魅力〟 

「プレ山城サミットシンポジウム」を開催

「全国山城サミット in 竹田」開催に向けて
岡城跡ブラッシュアップ！

「岡城跡石垣」市民清掃にご協力をお願いします！
　岡城跡では毎年、10月に九州電力グループのご協力のもと、大手門を中
心として、高所作業車等も活用した石垣の清掃を行っています。
　今年は、さらに全国に向けて「岡城の魅力」を届ける機会となる10月22
日（土）・23日（日）の全国山城サミット開催に向け、竹田が誇る岡城跡の「石
垣の魅力」を市民の皆様の手によって磨きをかけるべく、一斉清掃を行い
ます。

集合時間　10月１日（土）　８：00　岡城跡駐車場集合
　　　　　（雨天の場合は10月８日（土）　８：00に延期）
　　　　　※「鎌」など除草に必要な道具は各自ご用意ください。
　　　　　　市民の皆さん、ぜひご協力をお願いします！

竹田山城のろしプロジェクト始動
岡城跡ほか、市内にある山城の数か所をのろしで繋ぐイベン
トを開催します（雨天の場合は９月24日に実施します）。

問竹田市教育委員会　文化財課　☎63-4818

「震災復興」
「2020東京オリンピックに向けて」特報！

９／22㊍
〔10時頃開催〕

10・22（土）

※詳細は広報たけた10月号でお知らせします。

国指定史跡「岡城跡」
LIVE公演決定！

DRUM TAO
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市長コラム
〈第85回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

←久住で撮影したド
キュメント作品を
解説する地域おこ
し協力隊の尾登さ
ん（中央）

↑講演に熱心に耳を傾ける会場の
皆さん

↑講演する大分市教育委員会文化材課特
別顧問の玉永光洋さん

「奥豊後の山城について」をテーマ
にしたパネルディスカッション  →

↑「くじゅうの山」絵画コンクールの受賞者のみな
さん

「
地
方
が
主
役
」を
実
現
す
る
の
は
人
材
確
保

移
住
者
の
力
が
町
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

「
く
じ
ゅ
う
山
」の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に

全
国
か
ら
力
作
揃
い
！

　
今
年
か
ら
制
定
さ
れ
た
「
山
の
日
」

（
８
月
11
日
）
を
記
念
し
、
ま
た
本
市

縁
の
白
壁
康
・
髙
田
力
蔵
両
画
伯
の
顕

彰
を
目
的
と
し
た
、
第
１
回
「
く
じ
ゅ

う
の
山
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
久
住
高
原
美
術
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
工
藤
和
男
さ
ん
（
創
元
会

会
長
／
審
査
員
長
）、
早
川
和
さ
ん
（
一

水
会
会
員
）、
加
藤
康
彦
さ
ん
（
大
分
県

立
美
術
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
副
館
長
）
の
３
名
。

　
全
国
か
ら
50
点
を
超
え
る
応
募
作
の

中
か
ら
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
。

最
優
秀
賞
・「
久
住
山
」
松
岡
隆
成

優
秀
賞
・「
11
月
の
久
住
山
」
南
征
一

郎
／
「
三
俣
山
」
矢
野
正
治
／
「
晩
秋
」

古
荘
与
六
／
「
長
湯
ダ
ム
か
ら
の
く

じ
ゅ
う
連
山
」
宮
崎
定
旨
／
「
優
し
く

願
う
山
」
高
野
郁
乃
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
な
お
、
応
募
作
品
は
９
月
末
ま
で
久

住
高
原
美
術
館
に
て
展
示
中
で
す
。

　
８
月
11
日
、
初
め
て
施
行
さ
れ
た
国
民
の
休
日
『
山
の

日
』。
竹
田
市
で
は
遊
休
施
設
と
化
し
て
い
た
久
住
支
所
３
階

の
議
場
を
『
久
住
高
原
美
術
館
』
と
し
て
甦
ら
せ
、
第
１
回

「
く
じ
ゅ
う
の
山
」絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
行
っ
た
。

　
こ
の
式
典
の
中
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
く
じ
ゅ
う

連
山
』
が
上
映
さ
れ
た
。
昭
和
５
年
、
く
じ
ゅ
う
連
山
で
初

め
て
の
遭
難
者
が
出
た
。
遭
難
し
た
の
は
二
人
の
九
大
生
。

関
係
者
の
手
に
よ
り
慰
霊
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
亡
く
な
っ
た

の
は
冬
か
と
思
い
き
や
、
何
と
８
月
11
日
だ
っ
た
の
だ
。
夏

山
遭
難
で
あ
る
こ
と
に
驚
く
が
、
何
よ
り
亡
く
な
っ
た
こ
の

日
が
偶
然
に
も
山
の
日
に
制
定
さ
れ
た
そ
の
日
で
あ
る
こ
と

に
も
因
縁
を
感
じ
た
。

　
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
製
作
し
た
の
は
、
尾
登

憲
治
さ
ん
。
竹
田
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
あ
る
。

　
玄
人
は
だ
し
の
映
画
だ
と
み
ん
な
が
感
心
し
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
も
当
然
だ
ろ
う
。
尾
登
さ
ん
は
竹
田
市
に
来
る
ま

で
民
放
の
テ
レ
ビ
局
に
勤
務
。
自
ら
を
映
像
作
家
と
称
し
て

い
る
ほ
ど
の
こ
の
道
の
プ
ロ
で
あ
る
。
映
画
の
撮
影
は
も
と

よ
り
、
企
画
編
集
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
自
分
で
さ
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
編
集
や
人
材
育
成
に
も

力
を
貸
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
彼
曰
く
、「
テ
レ
ビ
取
材

や
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な
ど
新
し
い
人
材
が
ど
ん
ど
ん
育
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
竹
田
市
に
は
と
て
も
有
能
な
市

民
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
に
は
縁
が
な
か
っ
た
人
た

ち
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
い
う
素
晴
ら
し
い
市
民
が
ど
ん
ど
ん

テ
レ
ビ
に
接
点
を
も
つ
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
さ
て
、
も
う
一
人
紹
介
し
た
い
人
材
が
い
る
。
名
前
は
藪

内
成
基
さ
ん
、
32
歳
の
若
手
で
あ
る
。
現
在
は
観
光
ツ
ー
リ

ズ
ム
協
会
で
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
か
ら
派
遣
い
た
だ
い
て
い
る

松
田
さ
ん
と
二
人
三
脚
で
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
に
活
か
し

て
活
躍
。
こ
れ
ま
で
行
政
で
は
手
の
届
か
な
か
っ
た
専
門
分

野
で
力
を
発
揮
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
藪
内
さ
ん
は
奈
良
県
の
出
身
、
か
の
古
田
織
部
と
も
因

縁
の
深
い
家
柄
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
竹
田
市
と
の
縁
も

偶
然
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
彼
が
企
画

立
案
す
る
ツ
ア
ー
商
品
は
か
な
り
の
歴
史
的
知
識
が
織
り

込
ま
れ
、
内
容
が
多
彩
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
特
別
公
開

を
見
る
！
南
蛮
文
化
息
づ
く
城
下
町
散
策
』
や
『
特
別
登

山
バ
ス
で
行
く
紅
葉
の
岡
藩
御
廟
所
詣
で
』、
さ
ら
に
は『
錦

秋
の
山
城
ウ
ォ
ー
ク
と
瀧
廉
太
郎
の
道
』
な
ど
の
ツ
ア
ー
が

あ
る
。

　
竹
田
市
の
も
っ
て
い
る
文
化
的
・
歴
史
的
財
産
を
ど
う
組

み
合
わ
せ
、
ど
う
興
味
深
い
ツ
ア
ー
に
仕
立
て
上
げ
る
か
。

断
片
的
な
魅
力
を
一
体
的
に
総
合
力
と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
す
る
力
は
見
事
で
あ
る
。
彼
に
し
て
は
当
然
の
手
法
か
も

し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
藪
内
さ
ん
は
大
手
旅
行
会
社
の
社

員
で
あ
り
、
旅
の
企
画
編
集
を
担
当
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
今
月
の
25
日
ま
で
大
分
市
美
術
館
で
開

催
さ
れ
て
い
る
『
未
来
の
遊
園
地
』。
一
日
千
人
の
入
場
者

が
あ
る
と
い
う
。
主
宰
し
て
い
る
チ
ー
ム
ラ
ボ
の
統
括
責
任

者
・
馬
渡
侑
佑
さ
ん
は
マ
ス
コ
ミ
に
も
引
っ
張
り
だ
こ
だ

が
、
彼
は
こ
の
春
東
京
か
ら
竹
田
市
に
移
住
し
て
き
て
、
い

ま
や
わ
れ
ら
が
誇
る
べ
き
竹
田
市
民
な
の
で
あ
る
。

　「
主
役
は
地
方
、
目
指
す
は
世
界
だ
」
と
言
っ
た
の
は
安

倍
総
理
だ
っ
た
が
、
主
役
に
な
る
に
は
人
材
確
保
が
最
優
先

だ
と
あ
ら
た
め
て
教
え
ら
れ
る
。
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月
31
日
、
こ
の
秋
に
開
催
さ
れ

る
「
全
国
山
城
サ
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ト
in
竹
田
大

会
」
に
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て
、
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田
市
観
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リ
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会
竹
田
支
部
主
催
「
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レ

山
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サ
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ポ
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」
が

竹
田
商
工
会
議
所
２
階
大
ホ
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ル

で
開
催
さ
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ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
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師
に
大
分
市
教
育

委
員
会
文
化
財
課
特
別
顧
問
の
玉

永
光
洋
さ
ん
を
迎
え
、「
山
城
を
調

べ
よ
う ―

竹
田
・
直
入
の
中
世
城

を
中
心
に
し
て―

」
と
題
し
た
基
調

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
玉
永
さ
ん

は
竹
田
・
直
入
地
域
の
山
城
調
査
の

報
告
と
し
て
、
そ
の
形
態
や
特
徴
、

時
代
背
景
な
ど
を
詳
し
く
解
説
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
地
域
活
動
団
体
を
代
表

し
て
パ
ネ
リ
ス
ト
・
足
達
計
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さ
ん

（
南
山
城
・
白
丹
）、
馬
場
尚
登
さ
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松
牟
礼
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、
法
螺
貝
城
・
下
竹

田
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衛
藤
頼
光
さ
ん
（
岡
城
跡
・

竹
田
）、
白
井
幸
光
さ
ん
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津
賀
牟

礼
城
・
入
田
）
が
壇
上
に
上
が
り
、

出
身
地
域
の
山
城
に
つ
い
て
の
研
究

成
果
を
発
表
し
、
今
後
の
課
題
と
し

て
「
遺
跡
の
保
護
」
や
「
情
報
発
信

に
よ
る
宣
伝
」
等
を
提
案
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
奥
豊
後
の
山
城
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
開
か
れ
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
市
民
の
皆
さ
ん
に
地
元
の
山
城
の

魅
力
を
も
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と
知
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て
ほ
し
い
」「
現

地
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
」
等
、
活

発
に
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
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最
後
に
、
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ー
デ
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ー
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を

務
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た
玉
永
さ
ん
が
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れ
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れ
の

地
域
ご
と
に
山
城
に
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て
研
究
活

動
を
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
サ

ミ
ッ
ト
開
催
ま
で
に
〝
岡
城
と
と
も

に
城
郭
群
の
あ
る
竹
田
〞
を
紹
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で

き
る
よ
う
に
情
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を
共
有
し
、
全
国
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た
方
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ら
尋
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た

時
に
説
明
で
き
る
人
を
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や
し
な

が
ら
、
お
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な
し
を
す
る
取
り
組

み
を
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て
い
く
べ
き
だ
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と
ま
と

め
、「
プ
レ
山
城
サ
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ト
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

開催日

全国に発信しよう！
〝岡城とともに城郭群のある竹田の魅力〟 

「プレ山城サミットシンポジウム」を開催

「全国山城サミット in 竹田」開催に向けて
岡城跡ブラッシュアップ！

「岡城跡石垣」市民清掃にご協力をお願いします！
　岡城跡では毎年、10月に九州電力グループのご協力のもと、大手門を中
心として、高所作業車等も活用した石垣の清掃を行っています。
　今年は、さらに全国に向けて「岡城の魅力」を届ける機会となる10月22
日（土）・23日（日）の全国山城サミット開催に向け、竹田が誇る岡城跡の「石
垣の魅力」を市民の皆様の手によって磨きをかけるべく、一斉清掃を行い
ます。

集合時間　10月１日（土）　８：00　岡城跡駐車場集合
　　　　　（雨天の場合は10月８日（土）　８：00に延期）
　　　　　※「鎌」など除草に必要な道具は各自ご用意ください。
　　　　　　市民の皆さん、ぜひご協力をお願いします！

竹田山城のろしプロジェクト始動
岡城跡ほか、市内にある山城の数か所をのろしで繋ぐイベン
トを開催します（雨天の場合は９月24日に実施します）。

問竹田市教育委員会　文化財課　☎63-4818

「震災復興」
「2020東京オリンピックに向けて」特報！

９／22㊍
〔10時頃開催〕

10・22（土）

※詳細は広報たけた10月号でお知らせします。

国指定史跡「岡城跡」
LIVE公演決定！

DRUM TAO
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山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
草

地
に
生
育
す
る
高
さ
１
・
２
㍍

ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
細
い
茎

は
枝
分
か
れ
せ
ず
直
立
し
ま

す
。
条
件
が
良
い
と
、
し
ば
し

ば
群
落
（
あ
る
環
境
内
に
生
え

て
い
る
植
物
集
団
）
を
つ
く
り

ま
す
。

　
根
出
葉
に
は
長
い
柄
が
あ

り
、
ふ
ち
に
鋸
歯
は
な
く
、
細

長
い
披
針
形
で
長
さ
20
㌢
、
幅

が
５
㌢
ほ
ど
で
す
。
上
部
に
つ

く
茎
葉
は
短
く
細
い
線
形
で
基

部
は
茎
を
抱
き
ま
す
。

　
夏
か
ら
秋
の
頃
、
茎
の
先
端

部
に
長
さ
８
㌢
ほ
ど
の
円
柱
状

に
な
っ
た
白
色
か
ら
淡
紅
色
の

５
裂
す
る
径
５
㍉
ほ
ど
の
小
さ

な
花
を
穂
状
に
蜜
に
つ
け
て
咲

か
せ
ま
す
。
花
弁
は
な
く
が
く

片
が
花
に
見
え
ま
す
。

　
和
名
の
由
来
は
滋
賀
県
伊
吹

山
に
多
く
見
ら
れ
、
花
の
形
状

を
虎
の
尾
に
見
立
て
て
伊
吹
虎

の
尾
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系

の
標
高
の
高
い
周
辺
が
明
る
く

開
け
た
草
地
で
観
察
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
個
体
は
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
花
期
は
７
月
か
ら
９
月

で
す
。

　８月14日、先祖を尊び、故人を偲ぶ行事「小
松明祭り」が市内宮城地区一帯で行われました。 
　今年も松明の光を集めて浮かび上がるメッ
セージ。「国道57号線早期開通を！」――  熊本
地震復興への祈りを込めて…。

ゆらめく幻想的な灯り  宮城地区小松明祭り
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